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4 ワールド・トレード・センター　槇総合計画事務所　槇文彦

　2003年6月、ニューヨークSOMパートナーであるディヴィド・チャ
イルド氏から、ダニエル・リベスキンド氏のマスタープランの中の第4
棟（4WTC）の設計を引き受けないかという依頼があった。このよう
な大規模な高層建築を引き受けられるか、所内で充分検討の上、
承諾した。以降、2006年、他の建築家、ノーマン・フォスター、リ
チャード・ロジャース等と共に初期段階の各自の案を発表。2008年
のリーマン・ショックによりフォスター、ロジャースの案は一時ストップ
したが、SOMの1WTC、我々の4WTCは建設が続行し、4WTCの
オフィス機能部分が2014年11月にオープニングを迎えた。
　敷地の形状に即した平行四辺形と上部梯形の組合せによる約
300mに近い超高層建築である。低層部3層は四方の道路面に
即した適切な施設が配置されるが、上層部のオフィス部分は徹底し
た「ガラスの彫刻」を目指した。その結果、4WTCは季節、天候、時
間によってその表情を刻 と々変化させながら、周辺のスカイラインの
中で鋭いアイデンティティを確立している。そして多くの建築家、市
民、批評家から賛同の意を受けている。その存在は時に姿を消し、
虚しい相を呈することがある。それは28年という短い生涯を終えた
旧WTCへのオマージュとして理解することも出来るだろう。
撮影：Tectonic（表紙）、ARTCOURT Gallery（上）、槇総合計画事務所（中/下）
■プロフィール
槇文彦（まきふみひこ）
1928年  東京都生まれ
1952年  東京大学工学部建築学科卒業
1953年  クランブルック美術学院修士課

程修了
1954年  ハーバード大学修士課程修了

ワシントン大学・ハーバード大学
准教授を歴任

1965年  槇総合計画事務所設立
1979～89年  東京大学工学部教授

■建物データ
設　　計：槇総合計画事務所
協　　力：AAI Architects（Tower）

Beyer Blinder Belle Architects & Planners（Retail）
施　　工：Tishman Construction（Tower）

Tishman/Turner A Joint Venture（Retail）
敷地面積：4,998㎡
建築面積：4,877㎡
延床面積：213,700㎡
階　　数：72階
竣　　工：2014年6月
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

今
年
一
月
末
、
大
阪
府
寝
屋
川
市
に
立
地
す
る

聖
母
女
学
院
を
再
訪
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
大
阪

と
京
都
を
結
ぶ
京
阪
電
車
の
香
里
園
駅
で
下
車

し
、
緩
や
か
な
桜
並
木
の
坂
道
を
上
が
っ
て
十
分

ほ
ど
で
、突
き
当
り
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
到
着
す
る
。

周
囲
一
帯
は
、
昭
和
初
期
に
開
発
さ
れ
た
郊
外
住

宅
地
で
あ
り
、
駅
前
に
は
近
年
不
粋
な
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
戸
建

て
住
宅
の
多
い
閑
静
な
環
境
は
守
ら
れ
て
い
る
。

　

私
事
な
が
ら
、
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
二
〇
〇

七
年
に
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

﹁
ア
ン
ト
ニ
ン
＆
ノ
エ
ミ
・
レ
ー
モ
ン
ド
展
﹂
の

事
前
調
査
の
際
な
の
で
、
約
十
年
ぶ
り
と
な
る
。

そ
の
時
は
、
現
在
は
ワ
シ
ン
ト
ン
議
会
図
書
館
で

建
築
専
門
学
芸
員
と
し
て
活
躍
中
の
中
原
ま
り
さ

ん
や
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
教
授
の
ケ
ン
・
タ

ダ
シ
・
オ
オ
シ
マ
さ
ん
と
一
緒
だ
っ
た
。

　

良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
設
計
者
の
ア
ン

ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
︵
一
八
八
八
～
一
九
七
六

年
︶
は
、
一
九
一
九
年
の
大
晦
日
に
帝
国
ホ
テ
ル

の
設
計
助
手
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ

ト
に
伴
っ
て
初
来
日
し
、
一
九
二
一
年
に
彼
の
下

か
ら
独
立
し
て
、
精
力
的
な
設
計
活
動
を
戦
前
の

日
本
で
展
開
し
て
い
く
。
偶
然
に
も
同
じ
一
九
二

一
年
に
、
こ
の
聖
母
女
学
院
を
創
立
す
る
こ
と
に

な
る
修
道
女
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
日
し
て
い
る
。

レ
ー
モ
ン
ド
へ
の
設
計
依
頼
が
ど
ん
な
形
で
行
わ

れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
独
立
後

の
出
発
点
で
あ
る
東
京
女
子
大
学
︵
一
九
二
四
～

三
八
年
︶
が
機
縁
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

後
も
、
宝
塚
の
小
林
聖
心
女
子
学
院
︵
一
九
二
六

年
︶、
東
京
の
聖
心
女
子
学
院
︵
一
九
二
八
年
︶、

岡
山
の
清
心
高
等
女
学
校
︵
一
九
二
九
年
︶
の
設

計
を
手
が
け
、
こ
の
聖
母
女
学
院
が
戦
前
最
後
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
仕
事
に
な
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
一
九
三
〇
年
四
月
に
ル
・
コ

ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
ア
ト
リ
エ
か
ら
帰
国
し
、
八
月
か

ら
レ
ー
モ
ン
ド
事
務
所
に
入
所
し
た
前
川
國
男
が
、

次
の
よ
う
な
回
想
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
﹁
レ
ー
モ
ン
ド
で
や
っ
た
最
初
の
仕
事
は
、
香
里

の
高
等
女
学
校
だ
っ
た
な
。︵
中
略
︶プ
ラ
ン
を
や
っ

た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
気
に
入
ら
れ
な
く
て
ね
、

む
こ
う
に
。そ
れ
で
多
少
手
直
し
し
て
、い
ま
建
っ

て
い
る
の
が
そ
う
だ
。﹂︵
前
川
國
男･

宮
内
嘉
久

﹃
一
建
築
家
の
信
條
﹄
晶
文
社
一
九
八
一
年
︶

　

こ
の
前
川
の
回
想
ど
お
り
、
現
在
の
レ
ー
モ
ン

ド
事
務
所
に
は
、
前
川
が
描
い
た
と
思
わ
れ
る
初

期
の
平
面
図
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
図
面

の
表
記
は
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
り
、
こ
れ
は

聖
母
女
学
院
が
フ
ラ
ン
ス
人
修
道
女
に
よ
っ
て
創

立
さ
れ
、
計
画
当
時
も
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
っ
そ
く

フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
前
川
の
語
学
力
が
こ
の
仕
事
で

役
に
立
っ
た
の
だ
ろ
う
。
平
面
図
か
ら
は
、
北
側

の
正
面
玄
関
を
中
に
入
る
と
、
南
北
方
向
に
ま
っ

す
ぐ
に
伸
び
る
中
央
の
廊
下
を
中
心
軸
と
し
て
、

校
舎
群
が
左
右
に
枝
分
か
れ
す
る
よ
う
な
形
で
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
手
前
の
東

側
に
は
高
等
部
の
教
室
群
三
棟
が
張
り
出
し
、
西

側
に
は
体
育
館
が
取
り
付
く
。
さ
ら
に
奥
の
東
側

に
は
小
学
部
が
中
庭
を
囲
む
形
で
配
置
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
建
物
の
骨
格
が
ほ
ぼ
こ
の
時
点
で
決

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
図
面
を
描
い
た
後
、
前
川

が
ど
う
設
計
に
携
わ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
建
設
工
事
の
起
工
が
、
前
川
の
入
所

か
ら
わ
ず
か
六
ヵ
月
後
の
一
九
三
一
年
二
月
で
あ

る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、こ
の
平
面
図
を
元
に
、

所
員
が
総
力
を
挙
げ
て
実
施
設
計
を
進
め
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
竣
工
時
に
、
設
計
チ
ー
フ
の
杉
山

雅
則
が
記
し
た
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

　
﹁
当
初
、︵
中
略
︶
校
舎
の
設
計
は
所
謂
コ
ン
ク

リ
ー
ト
様
式
の
ス
ケ
ッ
チ
を
提
案
し
た
が
承
認
に

至
ら
ず
、
少
し
窓
な
ど
の
構
成
を
変
え
装
飾
を
つ

け
る
事
に
し
た
。
此
の
場
合
もM

r.Raym
ond

は
懸
命
に
第
一
案
を
推
し
た
が
同
意
を
得
る
に
至

ら
な
か
っ
た
と
聞
く
。
自
分
達
も
意
匠
及
仕
事
へ

の
潔
癖
か
ら
大
変
残
念
に
思
っ
た
が
、
今
観
れ
ば

此
の
少
し
の
飾
り
は
少
女
の
質
素
な
髪
飾
り
の
リ

ボ
ン
位
に
思
え
て
少
し
も
気
に
な
ら
ず
、
却
て
此

の
学
校
の
気
持
を
表
示
し
て
い
る
様
に
惟
え
る
の

も
愉
快
だ
。﹂︵
杉
山
雅
則
﹁
聖
母
女
学
院
の
建
築
﹂

﹃
国
際
建
築
﹄
一
九
三
八
年
七
月
号
︶

　

杉
山
の
証
言
す
る
﹁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
様
式
の
ス

ケ
ッ
チ
﹂
こ
そ
、
前
川
の
描
い
た
も
の
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。
た
し
か
に
、
完
成
し
た
建
物
の
プ
ラ

ン
は
、
ほ
ぼ
原
案
通
り
だ
が
、
竣
工
記
事
に
、﹁
現

代
風
加
味
す
る
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ

イ
ル
﹂︵﹃
建
築
雑
誌
﹄
一
九
三
二
年
八
月
号
︶
と

表
記
さ
れ
た
通
り
、
外
観
は
装
飾
の
あ
る
折
衷
様

式
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
今
回
改
め
て
校
舎
群
を
歩

い
て
み
る
と
、
手
前
の
校
舎
の
外
壁
や
窓
廻
り
に

は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
風
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
が
、

奥
に
進
む
に
従
っ
て
、
装
飾
の
な
い
即
物
的
な
デ

ザ
イ
ン
に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
見
て
取
れ
た
。

そ
し
て
、
左
奥
の
体
育
室
と
思
わ
れ
る
部
屋
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
柱
と
梁
が
空
間
を
支
え

て
お
り
、
ガ
ラ
ス
の
大
開
口
部
も
含
め
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
様
式
が
忠
実
な
形
で
実
現
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
中
央
を
貫
い
て
背
骨
の
よ
う

に
奥
へ
と
伸
び
る
幅
四
ｍ
を
超
え
る
大
廊
下
と
床

面
の
幾
何
学
模
様
、
途
中
に
あ
る
大
階
段
、
左
右

に
広
が
る
教
室
群
な
ど
、
空
間
の
骨
格
の
大
ら
か

さ
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。
こ
こ
に
学
ぶ
生
徒
た
ち
に

も
強
い
印
象
を
与
え
て
き
た
に
違
い
な
い
。

　

偶
然
に
も
、
近
く
に
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
と
同
い

年
の
藤
井
厚
二
︵
一
八
八
八
～
一
九
三
八
年
︶
の

手
が
け
た
木
造
の
八
木
邸
︵
一
九
三
〇
年
︶
も
現

存
し
、
一
般
公
開
が
始
ま
っ
て
い
る
。
貴
重
な
戦

前
の
近
代
建
築
と
し
て
、
二
つ
の
建
物
が
地
元
の

地
域
遺
産
と
し
て
生
き
続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。

建物の中心を貫いて伸びる大廊下

正面玄関入口を見る

聖母女学院（現・大阪聖母女学院）1932年
レーモンドの学校建築遺産

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION

第25回「あすなろ夢建築」大阪府
公共建築設計コンクール
表彰式・プレゼンテーション
3/29
 

「あすなろ夢建築」は、大阪府内の高校生や専
修学校生等を対象に、小規模な公共建築を題
材として作品を募集し、グランプリ作品を実際に
建設する設計コンクールです。
審査の結果、応募作品269点の中から10点の
入賞作品が選ばれ、表彰式・受賞者によるプレ
ゼンテーション及び作品展示を行います。
日時　3月29日（火）
　　　表彰式　13：00〜13：30　
　　　プレゼンテーション　14：00〜17：00
場所　ハグミュージアム／大阪ガスショールーム
　　　2階イベントスペース　
最寄駅　地下鉄ドーム前千代崎駅
参加費　無料　但し先着60名まで。
　　　　（参加証を発行いたします。）
詳しくは、下記ホームページをご覧ください。
http://www.pref.osaka.lg.jp/hodo/index.
php?site=fumin&pageId=23121
問合　大阪府住宅まちづくり部公共建築室
　　　計画課計画グループ
　　　Tel.06-6210-9787

デジタル・コンストラクション
―BIM施工革新の展望―
3/11

近い将来やってくるであろう、BIMデータをフル
に活用して、デジタルのまま建築施工を実現す
るという時代。その変革を「デジタル・コンストラ
クション」と名付け、本シンポジウムを建築生産・
施工におけるデジタルモデルの利活用に関する
新たな試みについて議論する場と期待します。
主催　（一社）日本建築学会近畿支部
日時　3月11日（金）　13：30〜17：00
会場　建設交流館8階グリーンホール
　　　大阪市西区立売堀2-1-2
定員　250名（定員なり次第締切）
参加費　本会会員2,000円
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538
http://kinki.aij.or.jp/

匠の軽快な解説と共に「水の都−大阪」を満喫
します。
日時　4月7日（木）　12：00 集合
　　　12：30 出帆　14：30 帰港
集合　ナンバ湊町リバープレイス前乗船場
募集　最大48名（会費入金順・定員に達し
　　　　　　　  次第締切）
参加費　7,100円（お弁当・飲物付）

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
①船場のおひなまつり
2/26〜3/3

「船場のひなまつり」は、船場ゆかりの旧家に伝
わる散逸しつつある雛飾りを発掘、公開すること
で、船場の歴史や文化の厚みに思いを馳せて
いただくための取り組みです。
▼船場のお雛様展
北船場ゆかりの五家に代々伝わる雛人形を4
つの会場で特別展示公開します。
日時　2月26日（金）〜3月3日（木）
場所　伏見ビル（11：30〜18：00）
　　　生駒ビルヂング（9：00〜18：00）
　　　芝川ビル（12：00〜18：00）
　　　少彦名神社（9：30〜17：00）
参加費　無料
最寄駅　堺筋線「北浜駅」、御堂筋線「淀屋橋
　　　　駅」等

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
②「落語」を登録有形文化財寺西
家で楽しむ
3/26

登録有形文化財 寺西家で毎月、落語会が開
演されています。大正末に建てられた町家で、
三味線や太鼓の囃子がはいる本格的な上方
落語を間近で楽しめます。又、最後に近隣店か
ら提供されたお土産の抽選会もあります。
日時　3月26日（土）
　　　14：00開演（13：30開場）
<3月・弥生席>
　1、十　徳････････桂　小鯛（塩鯛門下）
　2、そばのご隠居･･･桂　文太（五代目文枝門下）
　3、骨釣り････････桂　千朝（三代目米朝門下）
　4、お楽しみ ･･････桂　文太（五代目文枝門下）
入場料　当日1,800円　前売･会員1,500円
場所　登録有形文化財 寺西家
　　　Tel.06-6624-7618
　　　大阪市阿倍野区阪南町1-50-25
最寄駅　地下鉄御堂筋線「昭和町駅」下車徒

歩1分（4番出口すぐ右折れ一つ目辻
右折れスグ）

明治建築が描かれた年賀状、建築
家、建築史家のミニ年賀状展（2）
3/12〜19

美しい明治・大正・昭和の建築、研究会が指導
を受けた建築家、建築史家からの年賀状や諏
訪ノ森駅舎の図面他を展示します。
日程　3月12日（土）〜19日（土）
時間　10：00〜20：00　
会場　堺市立東図書館
問合　明治建築研究会　
　　　Tel.090-4289-1492 

展覧会 村野藤吾の建築−模型が
語る豊穣な世界−
3/14〜6/11

建築の設計を志す学生たちが、設計原図を読
み取って制作した精巧な模型80点と関連する
設計原図や村野藤吾のスケッチ、竣工写真や
現況写真と共に展示します。
主催　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
企画協力　公益財団法人目黒区芸術文化振
　　　　　興財団／目黒区美術館／村野藤
　　　　　吾の設計研究会
協力　MURANO design
期間　3月14日（月）〜6月11日（土）
時間　10：00〜17：00 （入館は16：30まで）
休館日　日曜日・祝日　観覧料　一般200円
会場　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　京都市左京区松ヶ崎橋上町
最寄駅　京都市営地下鉄松ヶ崎駅
■記念シンポジウム
　模型が語る村野藤吾建築の魅力
　講師　長谷川堯（建築評論家／武蔵野美術大学名誉
　　　　　　　　 教授／東京造形大学客員教授）
　　　　西村征一郎（京都工芸繊維大学名誉教授）
　　　　竹内次男（京都工芸繊維大学名誉教授）
　　　　石田潤一郎（京都工芸繊維大学教授）
　司会　松隈　洋（京都工芸繊維大学教授）
　日時　4月23日（土）　14：00〜17：00
　会場　京都工芸繊維大学1号館0111号講義室
　入場　無料（当日先着順・申込み不要）
　定員　130名

講演会「地震や津波に強いまちづく
りを目指して」
3/17

「防災まちづくり講演会」の第2回目の今回は
「地震や津波に強いまちづくりを目指して」が
テーマです。
主催　（一社）大阪府建築士事務所協会
日時　3月17日（木）　16：00〜18：00
　　　受付15：30〜
会場　國民會舘12階武藤記念ホール
　　　大阪市中央区大手前2-1-2
講師　諏訪　仁、武田篤史
　　　（㈱大林組技術研究所構造技術研究部）
定員　100名
受講料　本会会員1,000円
締切　3月14日（月）
問合　（一社）大阪府建築士事務所協会
　　　Tel.06-6946-7065

幻燈で見る各地の明治建築につい
て（8）
3/19

危機を乗り越え保存される建築、保存を求めら
れながら淋しく解体される建築などの現況をスラ
イドで見ながら語り合います。
日時　3月19日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
講師　明治建築研究会代表 柴田正己
問合　明治建築研究会　
　　　Tel.090-4289-1492 

講習会「鉄筋コンクリート構造保有
水平耐力計算規準」（大阪開催）
4/8

「鉄筋コンクリート構造保有水平耐力計算規準
（案）・同解説」の刊行を機会に講習会を実施
します。
主催　日本建築学会構造委員会
　　　鉄筋コンクリート構造運営委員会
日時　4月8日（金）　10：00〜17：00
会場　大阪科学技術センター8階大ホール
　　　大阪市西区靭本町1-8-4
定員　200名
参加費　本会会員14,000円（テキスト代含）
問合・申込　（一社）日本建築学会近畿支部 
　　　　　  Tel.06-6443-0538
http://www.aij.or.jp/

京都国立近代美術館
文化勲章受章記念「志村ふくみ−母衣への回帰−」
開催中〜3/21

志村ふくみは「民衆の知恵の結晶である紬の
創作を通して、自然との共生という人間にとっ
て根源的な価値観を思策し続ける芸術家」とし
て、平成26年に第30回京都賞を受賞し、平成
27年には文化勲章を受章しました。今回の展
覧会では、代表作を中心に、初期の作品から最
新作までを一堂に展示します。
会期　開催中〜3月21日（月・祝）
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
休館日　月曜（但し、3/21は開館）
観覧料　一般900円
会場　京都国立近代美術館
　　　京都市左京区岡崎円勝寺町
問合　京都国立近代美術館
　　　Tel.075-761-4111

作品名　澤  1967 
東京国立近代美術館所蔵

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

建築士の会 やお・かしわら＋建築士の会 東大阪
−八尾市立桂中学校校舎改築工
事の見学会−
3/12　CPD2単位（予定）

桂中学校は、昭和47年6月に竣工した、当時と
しては斬新なデザインのコンクリート打放しの
大規模な中学校でしたが、耐震補強が困難で
ある事から、校舎のみを全面改築したものです。
シャープなデザインとすっきりした平面計画で、
爽やかな色使いの中学校が完成しました。
日時　3月12日（土）　受付10：00〜
　　　見学10：30〜12：00（予定）
集合場所　桂中学校北側玄関前
　　　　　（八尾市桂町4丁目47番地）
アクセス　近鉄「河内山本駅」下車。花園駅

前行のバスで、福万寺口停留所下
車。西に約650m

参加費　1,000円（資料代等）
定員　30名（申込先着順）
※参加証は実施1週間前に出状予定。

建築士の会 「南河内」
東高野街道歴史散策 in 古市と
富田林寺内町
〜古市と富田林寺内町の歴史街道を散策しま
しょう〜
3/13　CPD6単位（予定）

東高野街道は、京から高野山への参詣路とし
て、河内国を南北（八幡、枚方、交野、四條畷、
東大阪、八尾、柏原、藤井寺、羽曳野、富田林、
河内長野）に貫く歴史街道です。今回は、沿
道の古市と富田林寺内町を散策します。古市
では「ベンガラ染」体験、寺内町では、非公開
の「田守邸」の一部と重要文化財「興正寺別
院」を見学します。
日時　3月13日（日）　9：30〜受付開始
　　　10：00出発〜16：00現地解散予定
集合場所　近鉄南大阪線「古市駅」東出口
　　　　　1階広場付近
参加費　3,000円（資料代、保険代、ベンガ
　　　　　　　　 ラ染体験料金含む。）
※昼食は各自負担
定員　20名（申込先着順）
行程　10：00古市駅出発⇒白鳥神社⇒西琳

寺⇒蓑の辻の道標⇒ベンガラ染体験
⇒昼食⇒じないまち交流館⇒田守邸
⇒興正寺別院⇒16：00頃現地解散

大阪市4地域会
川から見る大阪の建築クルーズ
4/7　CPD2単位（予定）

社会貢献委員会地域分科会大阪市4地域会
第一回合同企画です。
ナンバ湊町リバープレイス前の乗船場を出帆
し、道頓堀水門のミニパナマ運河を体験、木津
川、堂島川を経て、中之島地区を通り、天神橋
から大川へ。帰りは、中之島を北に見て、土佐
堀川から東横堀側を南下して、水辺の賑わい
道頓堀川を進み、湊町リバープレイス乗船場に
戻ります。ガイド役に千葉工業大学工学部建築
学科を卒業された落語家の桂歌之助師匠が同
行しますので、川から大阪の建築を見ながら、師

建築基準法適合状況調査のためのガイドライ
ン」が出されました。これは、検査済証がない建築
物の有効活用を円滑にするためのものですが、
実用には、様 な々課題があります。検査済証の交
付率が長く低迷していたことによる現状と課題、
また、ガイドラインの内容や活用方法等につい
て、ガイドライン策定に携わった方を講師としてお
招きし、分かりやすく解説していただきます。尚、本
講習会は法定講習とは異なり受講は任意です。
日時　3月10日（木）　13：25〜15：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容　検査済証のない建築物に関する行政

の動き、現状と法的課題、ガイドラインの
内容と活用方法

定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員2,500円
　　　　後援団体会員3,500円  一般4,500円

監理技術者講習
（管理技術者以外の方も受講可能）
3/18、4/12、5/11  CPD各6単位

監理技術者は、工事請負金額3,000万円（建
築一式工事は4,500万円）以上の請負工事へ
の配置と、5年ごとに監理技術者講習を受講す
ることが建設業法で義務付けられています。
本講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術者
の方も受講が可能です。日頃の工事監理業務
に役立ちますので、ぜひ受講下さい。
日程　3/18（金）、4/12（火）、5/11（水）
時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
主催　日本建築士会連合会
運営　大阪府建築士会

建築士法にもとづく建築技術講習会
これだけでわかる 建築基準法!
4/28　CPD4単位（予定）

一級・二級・木造建築士の学科試験に向けて
準備を始めたい方、設計実務に役立つ法令知
識を身につけたい方を対象に、建築基準法・同
施行令から関連法規までを学ぶ講習会です。
講師が永年の経験で培ってきたノウハウを活か
して、できるだけわかりやすい表現で、建築基準
法の条項順に、図表を多く取り入れたテキストを
使用し、法文の内容を的確に理解できることに
重点を置いて解説します。
日時　4月28日（木）　13：30〜18：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容　概要・総則、一般構造・建築設備規定、

防火・避難規定、構造強度規定、都市
計画関係規定、建築士法、関連法規

定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員4,000円
　　　　後援団体会員4,500円  一般5,000円

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

建築家 槇文彦展
未来へのメッセージ 
槇文彦＋槇総合計画事務所の50年
4/22〜5/29

槇文彦氏の半世紀にわたる作品をはじめ最近
の作品を、模型、図面、スケッチ、映像などを通し
て紹介する展覧会を開催します。
また、これに合わせて講演会も開催します。
■建築家 槇文彦展
　日時　4月22日（金）〜5月29日（日）
　　　　11：00〜21：00（最終日17：00まで）
　　　　5月16日（月）休館
　会場　NU_茶屋町地下1階
　　　　大阪市北区茶屋町10-12
　入場料　無料
■槇文彦 講演会　CPD2単位（予定）
　テーマ　ヒューマンな環境の構築を目指して
　日時　5月13日（金）　18：30〜20：00
　　　　（開場17：30）
　会場　大阪市中央公会堂大集会室
　　　　大阪市北区中之島1-1-27
　入場料　無料（予約制）
申込　本会ホームページからお申込下さい。
　　　展覧会場でも受付ます。
※詳細は、同封の案内チラシをご覧ください。

大阪地域貢献活動センター
平成28年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等で構成する団体が進める
地域貢献活動が、地域住民等と連携して進め
る地域貢献活動で、原則として営利を目的とし
ていない活動に活動費の助成などを行います。
応募締切　4月28日（木）まで
助成額　1件の助成額は30万円を限度
問合先　本会・社会貢献委員会
※詳細は同封の案内チラシをご覧下さい。

平成28年二級、木造建築士試験
案内

◇受験申込書の配布
　期間　3月7日（月）〜4月11日（月）
　　　　（土、日、祝日は除く。）
　時間　9：30〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇受験申込受付
　期間　4月7日（木）〜4月11日（月）
　　　　（土、日も受付ます。）
　時間　10：00〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇学科試験日　二級 7月3日（日）
　　　　　　　木造 7月24日（日）
◇設計製図試験日　二級 9月11日（日）
　　　　　　　　　木造 10月9日（日）
※インターネット又は郵送による受験申込は、建

築技術教育普及センターのホームページをご
覧ください。

　http://www.jaeic.or.jp/

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築における板ガラス
〜板ガラスの選定・施工する上での
考慮ポイント〜
3/3　CPD3単位

建築物における板ガラスの施工のポイントを中
心に、製造から加工、施工の知識、ファサード等
の様々な意匠上の要求に対応するための工法
等を解説いたします。
日時　3月3日（木）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容　・建築とガラス
　　　・建築のガラスフィルム
　　　・板ガラスを採用する際の注意点
　　　・ガラスファサードの可能性
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円  一般5,500円

大阪府知事指定講習
ガイドラインの活用で検査済証がな
い建築物の有効活用を !!
3/10　CPD2 単位

平成26年7月、国土交通省から「検査済証のな
い建築物に係る指定確認検査機関を活用した

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 1/26 大阪府建築士事務所協会新年交礼会
 1/27 理事及び監事候補者選考委員会
 2/ 1 泉南市長面談
 2/ 2 日本建築材料協会会長面談
 2/ 3 能勢町長面談
  豊能町長面談
 2/ 4 在阪建築 4 団体会長会議
 2/10 杭基礎講習会の講師として講義
 2/13 近畿青年建築士サミット出席
  近畿 2 府 4 県建築士会会長会議
 2/18 近畿建築確認検査協会10周年式典
  貝塚副市長面談
  阪南市長面談

本年 5 月で 18 名の理事及び 1 名の監事
の 2 年の任期が満了するのに伴い、1 月
27 日に次期の候補者を選出する選考委
員会を開催しました。
選考では、本会役員としての資質を備え
ると共に、会員の声を運営に反映できる
よう、幅広い建築専門分野から選出する
こと等を基準にしております。特に来年
度は、府内の地域貢献活動及び研修事業
の強化に尽力いただくことを重視して、
会長及び各委員会から推薦を受けた 23
名の正会員を対象に選考を進めました。
その結果、理事 19 名、監事 1 名を選考し、

2 月度理事会において、これらの候補者
を総会に諮ることが承認されました。
理事・監事候補者の詳細につきましては、
5 月の建築人に同封する定時総会議案書
で会員の皆様にお知らせします。

本会は平成 25 年に公益社団法人に移行
しましたが、会計規程は移行以前に制定
されたものであったため、規程内容の見
直しを行いました。
新規程は、公益法人運営の実態に沿った
ものとし、かつ、さらなる会計業務の透
明性を図ることを目的に、収支予算や財
務諸表等の作成手順や内部チェック機能
の明文化を図るなど、公益法人として相
応しい内容としております。
改定案は 1 月度理事会の承認を得た後、
本会を所管する大阪府に報告しました。

建築業界の将来を担う優秀な学生を表彰
し、卒業後の励みとして一層の精進を期
待することを目的に、平成 25 年度から
行っている建築関連学校の優秀卒業生表
彰は、本年度の表彰対象者として登録校
から 15 名の卒業生の推薦を受けました。
特に学校の希望がない限り、本会会長又
は副会長等の役員が卒業式等に出席して
対象者に直接表彰状を授与します。
なお、本年度登録校は大阪大、大阪市大、
大阪芸大、大阪工大、関西大、近畿大、
摂南大、大阪工技専、中央工学校、修成
建設専、日本理工情報専の 11 校 15 学科
です。

「あすなろ夢建築」は、建築を学ぶ専修
学校、高等学校等の学生を対象とする設
計コンクールで、本会・大阪府・大阪府
住宅供給公社が主催して平成 3 年から毎
年実施しており、最優秀のグランプリ作

品は実際に建設されます。
今年度は、「長く生き続ける住まい」の
課題で戸建住宅の提案を募集し、16 校
から 269 作品の応募があり、1 月 29 日
に審査委員会を行いました。
審査委員会では、グランプリ 1 点、準グ
ランプリ 1 点、優秀作品賞 2 点、佳作 3
点、奨励賞 3 点を選定し、表彰式と受賞
者によるプレゼンテーション及び作品展
示を 3 月 29 日 13 時～ 17 時に西区千代
崎のハグミュージアムで行います。

今年で 60 回を迎える大阪建築コンクー
ルは 1 月 29 日で応募受付を締め切り、
大阪府知事賞部門 43 件、渡辺節賞部門
14 件の申し込みがありました。
2 月 19 日に竹原義二審査委員長他 4 名
から構成する審査委員会において書類審
査を実施し、大阪府知事賞部門 10 件、
渡辺節賞部門 4 件に絞り込みました。
今後、3 月 4 日・7 日の現地審査と最終
審査を経て、入賞作品の決定を行います。

昨年末から実施検討を重ねておりました
「槇文彦展」は、梅田の NU_ 茶屋町にお
いて、「未来へのメッセージ」をテーマ
に 4 月 22 日（金）から 5 月 29 日（日）
の 38 日間にわたり開催し、5 月 13 日（金）
は中之島の大阪中央公会堂において講演
会を開催することが決まりました。
展覧会の開催場所は、梅田の繁華街に位
置し、多くの来場者が見込めます。入場
は無料として、建築関係者はもとより多
くの一般府民の来場を促し、建築デザイ
ンの素晴らしさや大切さ、ひいては社会
における建築士の役割の重要性の認識を
深めていたただきたいと考えております。
実行委員会では、槇文彦氏が素晴らしい
メッセージを発信するのに相応しい展覧
会にしたいと意気込んでおります。
展覧会・講演会の詳細につきましては、
同封の案内チラシをご覧ください。

動静レポート

平成 27 年度建築関連学校優秀卒業生
の表彰

建築表彰委員会

第 25 回「あすなろ夢建築」大阪府公
共建築設計コンクールの受賞者決定

建築表彰委員会

第 60 回大阪建築コンクールの応募
及び審査状況

建築表彰委員会

「槇文彦展」の準備状況

「槇文彦展」実行委員会

会計規程の改定

運営委員会

会長動静

竹中 泉南市長 山口 能勢町長

田中 豊能町長 波多野 貝塚副市長

右：福山 阪南市長　左：岡本会長

次期の理事及び監事候補者の選考

運営委員会
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建設業界の現状、監理技術者制度と責務、
契約制度については DVDで受講し、監
理技術者の役割、内容等が改めてよく理
解できました。
施工計画と施工監理、環境管理について
は㈱鍜治田工務店 吉野氏からご説明し
て頂きました。施工計画の策定では総合
施工計画、施工計画図、施工計画書の作
成、工事別施工計画書等の提出内容がよ
くわかりました。
品質監理、安全衛生監理については㈱新
井組 藤田氏からのご説明で、検査の流
れ・検査方法では受入検査、施工段階検
査、社内検査等が行われ、品質管理では
一つひとつのプロセスの中で造り込みを
行っていくことが重要なことなどお話し
いただきました。
最新技術と材料の動向については㈱フジ

日々の業務において木構造に関わる機会
は少ないのですが、耐震改修への関心が
高まるなか、身近な問題として少しでも
理解しておくべき内容であると考え、「既
存木造住宅の耐震診断・改修講習会　《限
界耐力計算法》」を受講しました。
今回の講習会は、主に意匠設計担当者向
けの講習であるとのことでした。
限界耐力計算法による耐震診断を行う上
での概要説明と計算の流れについて、演
習を交えた内容で、計 5 時間半ほどの講
習です。
復元力特性・耐力係数・等価剛性・等価
周期・減衰定数・応答スペクトル・地盤
増幅率。限界耐力計算に関わる七つの
キーワードは、知っている用語ですが、
ひと呼吸置かないと頭の中に入ってこな
い、そんな用語です。
今回の教材であるマニュアルの条件に
合った建物であれば、①正しく建物重
量・部材・形状を認識して、②復元力特

Topics

タ 大井氏からご説明して頂きました。
建築基準法改正に伴う天井脱落対策（耐
震天井）太陽光発電設備、各種解体工法

（高層ビル解体）、エレベーターの耐震基
準改正など、新材料、新各工法が色々あ
るのに驚きでした。
講習会を受講して感じたことは、建築設
計監理を業としている者として、役所の
施工監理業務において工事請負契約か
ら始まり施工計画、施工監理、安全対策、
書類整理等現場において行わなければ
ならないなど、検査、書類提出業務が山
積していることです。事務業務に時間が
とられることが多く大変です。今回の受
講内容は実務にたいへんプラスになり
ました。
施工監理者（監理技術者ではない）とし
てまず行わなければならない総合施工計

性シートを利用して架構に応じた変形時
の耐力を求め、③平屋モデル条件に合う
かを確認し、④耐力係数・等価剛性・等
価周期・減衰定数を求めた後、⑤地震応
答計算シートに耐力係数と減衰定数を当
てはめれば判定が可能となる、といった
手順です。
限られた短い時間の中で、役立つ内容を
できる限り伝えようとされるためか、講
師の方々はとても早口です。日頃使わな
い用語が多く、テキストの参照ページも
多数にわたるため、少しでも聞き漏らす
と途端に迷子になりそうな感じです。
計算法自体はかなり簡素に利用できるよ
うにマニュアル化されていて実用性を感
じるのですが、テキストは構成が入り組
んでいるのか、後に参照するには目当て
のページを探しにくい印象があります。
一度の講習で習得するのは難しいと感じ
ました。最後に、耐震診断の現地調査で
も、現状を的確に見極めることが重要で

画、施工体制台帳、施工体系図を確認し、
工事の職種、施工業者の技術レベル等を
把握し、工程表、各施工要領、材料承認、
搬入材料確認、各検査立会を行っていく
上で、施工者のレベル等でスムーズに事
が進まない場合を考えた場合、監理技術
者講習を受講して改めて工事の流れがよ
く理解できたように思いました。施工面
から改めて施工監理業務を考えることが
できました。
施工において専任の監理技術者、主任技
術者であれば十分な内容の書類提出がな
されることを期待しています。
昨今、法改正による書面による契約義務
化、地震対策、リサイクル、環境管理等
などの日進月歩の中で監理技術者講習を
受講できたことは有意義であったと思い
ます。

あり、いろいろと課題の見つかった受講
となりました。

限界耐力計算を用いた木造住宅の耐震診断フロー図

監理技術者講習を受講して
日程：平成 28 年 1 月 22 日（金）　　会場：大阪府建築健保会館　　参加者：29 名

松村和吉（本会耐震部会代表幹事）

既存木造住宅の耐震診断・改修講習会《限界耐力計算法》を受講して
日程：平成 28 年 1 月 19 日（火）　　会場：大阪府建築健保会館　　受講者：36 名

榎　理惠（本会会員）
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代
表
と
し
て
現
在
に
至
る

国
際
賞
受
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ル
フ
賞
、
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
ゴ
ー
ル

ド
メ
ダ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
芸
術
・
文
化
功
労
勲
章
、

高
松
宮
殿
下
記
念
世
界
文
化
賞
、
Ａ
Ｉ
Ａ
ゴ
ー

ル
ド
メ
ダ
ル
他

国
内
賞
受
賞

文
化
功
労
者
、
日
本
建
築
学
会
大
賞
、
日
本

芸
術
院
賞
、
朝
日
賞
、
村
野
藤
吾
賞
他

　

昨
年
五
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
の
平

成
二
七
年
度
定
時
総
会
に
て
、
建
築
家
の
槇
文

彦
先
生
に
﹁
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
と
題
す

る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
誌
三
月
号

で
は
、
槇
先
生
に
よ
る
講
演
記
録
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
来
た
る
四
月
二
二
日
よ
り
本

会
が
Ｎ
Ｕ
茶
屋
町
に
て
﹁
建
築
家
槇
文
彦+

槇

総
合
計
画
事
務
所
の
五
〇
年
展
﹂
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
本
誌
五
月
号
で
は
槇
先
生
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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は
じ
め
に

　

只
今
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
槇
で
ご
ざ

い
ま
す
。
私
自
身
大
阪
と
は
と
て
も
長
い
ご
縁

が
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
大
阪
で
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。﹁
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
と
題
し
て
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
建
築
家
の
職
務

や
目
的
に
つ
い
て
、
状
況
が
変
わ
れ
ば
そ
れ
ら

も
変
わ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
今

日
の
よ
う
に
情
報
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

我
々
の
仕
事
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
の

中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
ま
り
右
往
左
往
し
な
い

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
私
自

身
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
て
い
ま
す
。

漂
う
モ
ダ
ニ
ズ
ム

　

ま
ず
、
最
初
に
私
が
建
築
、
特
に
モ
ダ
ニ
ズ

ム
と
六
〇
年
以
上
向
き
合
っ
て
き
て
、
何
が
変

わ
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

す
。﹃
新
建
築
﹄
の
二
〇
一
二
年
九
月
号
で
、

私
は
﹁
漂
う
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹂
と
い
う
論
文
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
考
え
た
こ
と
を
題
材
に

お
話
を
進
め
ま
す
。

　

初
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
明
確
な
目
的
や
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
と
と
も
に
登
場
し
、
そ
れ
ま
で
に

な
い
建
築
の
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
目
撃
し
た
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
は
、
一
言
で
い
え
ば
誰
も
が
乗
っ
て
い
る

﹁
大
き
な
船
﹂
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

具
体
的
な
行
先
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、﹁
進
歩
﹂

を
駆
動
力
に
し
た
一
隻
の
船
に
乗
り
、
前
へ
進

む
感
覚
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。
近
代
建
築
を

実
践
し
て
い
く
う
え
で
、
当
面
不
安
を
感
じ
る

よ
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の

建
築
家
た
ち
が
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
船
に
乗
る
建
築
家
た
ち
は
千
差
万
別
で

す
。
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
、
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・

デ
ル
・
ロ
ー
エ
、
ア
ル
ヴ
ァ
・
ア
ア
ル
ト
、
あ

る
い
は
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
、
ル
イ

ス
・
カ
ー
ン
⋮
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
家
が
ま
っ
た

く
異
な
っ
た
ス
タ
イ
ル
や
思
想
を
も
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
一
九
七
〇
年
代
を
境
に
、
一
隻

の
船
か
ら
み
な
大
海
原
に
投
げ
出
さ
れ
、
今
度

は
一
人
ひ
と
り
が
バ
ラ
バ
ラ
に
泳
ぎ
始
め
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
何
を
目
的
に
設

計
を
す
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
は
個
々
に
あ
る

の
で
す
が
、
私
た
ち
の
創
作
の
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
思
想
や
指
針
が
力
を
失
っ
て
い
っ
た
の

で
す
。

　

編
集
者
の
真
壁
智
治
さ
ん
が
一
七
人
の
建
築

家
と
批
評
家
に
対
し
、﹁
漂
う
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹂
に

対
し
て
ど
う
思
い
ま
す
か
、
あ
な
た
は
モ
ダ
ニ

ズ
ム
を
ど
う
考
え
ま
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
エ
ッ

セ
イ
を
一
年
の
間
に
書
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に

お
願
い
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
ま
と
ま
っ

て
﹁
応
答 

漂
う
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹂
と
い
う
本
に

な
っ
て
出
版
さ
れ
ま
す
︵
二
〇
一
五
年
七
月
に

発
行
︶。
私
は
そ
の
一
七
人
の
方
の
エ
ッ
セ
イ

を
読
ん
で
、ま
た
応
答
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？
い
や
私
は
こ
う

考
え
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
や
り
と
り
の
場
が

非
常
に
少
な
く
な
っ
て
き
た
現
在
、
こ
の
﹁
応

答
漂
う
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹂
と
い
う
本
は
、
今
ま
で

の
誰
か
が
書
き
っ
放
し
、
言
い
っ
放
し
と
い
う

こ
と
と
は
違
う
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
想

　

少
し
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

後
自
分
の
若
い
時
代
か
ら
を
少
し
回
顧
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
ス
ラ
イ
ド
︵Fig2

︶
の
左
上
の
写
真
は

私
の
東
京
大
学
時
代
の
師
で
あ
る
丹
下
健
三
先

生
で
す
。
右
上
の
写
真
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
時

代
の
ス
ペ
イ
ン
人
の
師
で
ホ
セ
・
ル
イ
・
セ
ル

ト
で
す
。
ホ
セ
・
ル
イ
・
セ
ル
ト
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
前
に
ア
メ
リ
カ
へ
や
っ
て
き
た
人

で
す
。

　

左
下
の
写
真
の
皆
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
鬼
籍
に

入
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
菊
竹
清
訓
さ

ん
、
私
、
大
高
正
人
さ
ん
、
黒
川
紀
章
さ
ん
で

す
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
と
き
五
〇
〇
部
限
定
で

﹁M
etabolism

 1960

﹂
と
い
う
本
を
書
き
ま
し

て
、
ち
ょ
う
ど
一
九
六
〇
年
に
東
京
で
デ
ザ
イ

ン
会
議
が
あ
り
、
多
く
の
建
築
家
が
海
外
か
ら

呼
ば
れ
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た
方
々
に
配
布
し

た
と
い
う
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
当
時
の
若
手
の
建
築
家
が

﹁T
eam

Ⅹ

︵
チ
ー
ム
・
テ
ン
︶﹂
と
い
う
の
を

作
り
ま
し
て
、
そ
の
会
議
に
ち
ょ
う
ど
私
も
出

席
し
、
そ
の
後
メ
ン
バ
ー
の
方
々
と
長
い
交
流

が
始
ま
り
ま
す
。

　

な
ぜ
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
真
ん
中
に
い
る

か
と
い
う
と
、
や
は
り
当
時
一
番
尊
敬
さ
れ
て

い
た
建
築
家
の
一
人
に
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が

い
ま
し
た
し
、
丹
下
先
生
の
も
と
で
我
々
は
い

つ
も
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
作
品
集
を
見
て
い

ま
し
た
。
前
川
國
男
先
生
、
坂
倉
準
三
先
生
、

 Fig  1

 Fig  2

 Fig  3

 Fig  4

 Fig  5

Fig 1：Modernism on the Open Sea

 （左）Charles Jencks,The Century is Over,

 Architectural Review, July 2000.

 （右）モダニズム建築が漂う大海原 , 槇文彦

Fig 2：槇文彦氏に影響を与えた人物とグループ

 中心：ル・コルビュジエ　左上から時計回りに

 丹下健三、ホセ・ルイ・セルト、チームⅩ、メタボリズム

Fig 3：丹下健三氏と槇文彦氏

Fig 4：セントルイス・ワシントン大学スタインバーグホー 

 ルの図面を背にする槇文彦氏

Fig 5：「漂うモダニズム」（左）「応答漂うモダニズム」（右）  

（左右社刊）

8 ページ写真　記念講演時の槇文彦氏　撮影：柳川陽文

特記のない資料及び写真提供：槇総合計画事務所
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ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で
の
情
景

　

こ
れ
は
︵Fig5

︶
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
の
Ｆ

棟
の
カ
フ
ェ
の
写
真
で
す
。
自
分
の
オ
フ
ィ
ス

が
近
く
に
あ
る
の
で
時
々
行
く
の
で
す
が
、
必

ず
こ
の
中
の
様
子
を
見
ま
す
。
老
紳
士
が
座
っ

て
お
ら
れ
、
よ
く
見
る
と
ク
オ
ー
タ
ー
ボ
ト
ル

の
赤
ワ
イ
ン
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
と
コ
ー
ヒ
ー

を
注
文
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
ワ
イ
ン
が
半
分
く

ら
い
に
な
っ
た
と
き
に
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
に

手
を
付
け
る
。
そ
れ
か
ら
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
も

終
わ
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
。
私
は
ず
っ
と
彼
を
見

て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
と
な
し
に

外
を
見
続
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
の
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
の
方
に
﹁
ど
う
い
う
方
で
す
か
﹂

と
お
聞
き
し
た
ら
、
近
く
の
教
会
の
牧
師
さ
ん

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
﹃
孤
独
は
私
の
故
郷
で
あ
る
﹄
と
い
う
ニ
ー

チ
ェ
の
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は

家
で
も
孤
独
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
ス
ペ
ー
ス
に
い
て

孤
独
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
は
、
都
市
生
活
の

一
つ
の
豊
か
な
経
験
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
が
わ
れ
わ
れ
の
都
市
生
活
を
豊
か
に
し
て
い

く
一
つ
の
ベ
ー
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

か
ら
そ
の
牧
師
さ
ん
へ
写
真
を
差
し
上
げ
る
と

頃
、
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
を
一
つ
の
文
化
拠
点

に
す
る
こ
と
を
オ
ー
ナ
ー
と
話
し
合
う
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
以
降
、
貸
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
小
音

楽
ホ
ー
ル
、
図
書
室
な
ど
を
設
け
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
を
外
部
空
間
が
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
中
に
、
さ
さ
や
か
で

す
け
れ
ど
も
、
あ
る
核
が
で
き
る
。
そ
う
い
う

こ
と
が
我
々
の
都
市
生
活
に
と
っ
て
常
に
重
要

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

当
時
、
こ
の
一
帯
は
第
一
種
住
居
専
用
地
域

に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
建
物
の
最
高
高
さ
は

一
〇
メ
ー
ト
ル
、
容
積
率
は
一
五
〇
パ
ー
セ
ン

ト
と
の
制
限
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の

よ
う
に
高
層
化
に
よ
っ
て
容
積
率
が
上
が
っ
て

い
く
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
は
な
か
な

か
取
れ
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
旧

山
手
通
り
は
、
歩
道
を
含
め
る
と
幅
二
二
メ
ー

ト
ル
の
広
い
通
り
で
す
。
ふ
つ
う
、
こ
の
く
ら

い
通
り
が
広
い
と
、
通
り
沿
い
の
建
物
は
す
べ

て
高
層
の
ビ
ル
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま

り
よ
く
あ
る
風
景
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ

わ
れ
建
築
家
に
と
っ
て
幸
せ
な
状
況
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

ス
は
、
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
九
二
年
の
二
五

年
間
に
、六
期
に
わ
た
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
期
の
四
年
後
に
第
二
期
、
ま
た
そ
の
数
年

後
に
第
三
期
と
、
間
を
お
き
な
が
ら
こ
の
計
画

が
続
い
て
い
っ
た
の
で
す
。
ふ
つ
う
、
一
つ
の

建
物
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
き
、
そ
の
結
果
を
具

体
的
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス

の
場
合
は
、
先
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
と
こ
ろ

の
結
果
を
分
析
し
、
次
の
デ
ザ
イ
ン
の
際
に
参

照
す
る
環
境
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク･

ス
ペ
ー
ス
を
き
ち

ん
と
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し

た
。
第
一
期
の
と
き
は
こ
う
、
第
二
期
の
と
き

に
は
こ
う
取
り
囲
む
、
あ
る
い
は
第
六
期
は
南

に
面
し
て
小
さ
な
広
場
を
つ
く
る
。
そ
う
い
っ

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
が
歩
道
と
直
結
し

て
い
る
形
で
全
体
の
集
合
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
図
︵Fig4

︶
を
見
て
い
た
だ
く
と
分
か

り
ま
す
よ
う
に
、
建
物
自
体
を
つ
な
げ
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
も
の
は
、
実
は
ま

ち
の
核
を
構
成
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　

ま
た
、
住
宅
や
店
舗
だ
け
で
な
く
多
様
性
を

確
保
す
る
こ
と
は
、
こ
の
計
画
に
お
い
て
重
視

し
て
き
た
テ
ー
マ
で
す
。
第
三
期
が
完
成
し
た

吉
坂
隆
正
先
生
は
、
パ
リ
の
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
の
ア
ト
リ
エ
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
つ
面
白
い
の
は
あ
の
頃
の
建
築
家
は
、
み

ん
な
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
こ

れ
は
私
が
一
九
五
八
年
に
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て

設
計
し
た
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
・
ホ
ー
ル
の
と
き

の
写
真
︵
前
ペ
ー
ジFig4

︶
で
す
が
、
や
は

り
自
分
も
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
図
書
館
に
は
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ

ロ
ピ
ウ
ス
や
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
と
い
っ

た
建
築
家
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
る
ん
で
す
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ア
ー
カ
イ

ブ
が
蝶
ネ
ク
タ
イ
に
目
を
つ
け
て
み
ん
な
か
ら

集
め
た
と
い
う
も
の
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
と
の
出
会
い

　

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打

ち
、
東
京
で
設
計
事
務
所
を
設
立
し
た
の
は

一
九
六
五
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も

な
く
し
て
、代
官
山
集
合
住
居
計
画
、後
に
﹁
ヒ

ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
﹂
と
呼
ば
れ
る
計
画
に
携
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で
、
建
築
の
集

合
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
学
ば

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ

 Fig  1

 Fig  2

 Fig  4

 Fig  5

 Fig  3

Fig 1： ヒルサイドテラス空撮

Fig 2：ヒルサイドテラス F・G 棟間

Fig 3： ヒルサイドテラス F・G 棟と旧山手通

Fig 4： ヒルサイドテラス配置図

Fig 5：ヒルサイドフォーラムのカフェで孤独の一刻を楽

 しむ老紳士
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局
葬
斎
場
と
い
う
の
は
、
最
後
の
お
別
れ
を
す

る
時
間
と
空
間
を
持
つ
べ
き
所
な
ん
で
す
。

　

こ
こ
で
の
経
験
を
通
し
て
発
見
し
た
こ
と

は
、
建
築
家
の
一
つ
の
役
目
と
い
う
の
は
、
一

般
市
民
の
方
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
希
望
、

願
望
を
ど
う
い
う
形
で
見
つ
け
出
す
の
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
常
に
う
ま
く
い
っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
の
で
す
が
、
社
会
の
、
あ
る
潜
在
的

な
願
望
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
や
は
り

大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

三
原
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

　

続
い
て
人
口
一
〇
万
人
の
都
市
、
広
島
県
三

原
市
の
中
心
部
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
宮
浦
公
園

の
一
隅
に
建
設
さ
れ
た
﹁
三
原
市
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
﹂
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で

は
、
旧
文
化
セ
ン
タ
ー
と
武
道
館
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
公
園
は
、
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
含
め

て
地
域
の
住
民
に
よ
く
使
わ
れ
、
セ
ン
タ
ー
の

近
く
に
は
小
さ
な
子
ど
も
の
遊
び
場
と
な
る
チ

ル
ド
レ
ン
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
も
あ
り
ま
す
。
ど
の

中
小
都
市
に
も
見
ら
れ
る
普
通
の
公
園
で
す
。

　

一
方
、
一
二
〇
〇
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル
、
そ

れ
に
リ
ハ
ー
サ
ル
、
練
習
室
等
本
格
的
な
支
援

施
設
を
持
つ
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

独
立
し
た
環
境
で
あ
っ
て
、
光
だ
け
が
上
か
ら

と
横
か
ら
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
ス
ク
リ
ー
ン

を
通
り
ま
す
と
最
初
の
お
別
れ
の
場
所
に
出
ま

す
。
こ
こ
で
は
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
か
ら
光
が
入
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
ス
ク
リ
ー
ン
が
あ
っ
て
次
に

行
く
。
そ
し
て
葬
斎
場
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

こ
こ
で
最
後
の
お
別
れ
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
、そ
こ
に
小
さ
な
中
庭
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

︵Fig3

︶
あ
く
ま
で
静
寂
の
空
間
で
し
て
、
水

と
空
あ
る
い
は
光
で
形
成
さ
れ
た
空
間
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
遺
体
が
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
間
に
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
て
、
一
時
間
ほ
ど
す
る
と
遺
骨
が
こ
の
収

骨
室
︵Fig4

︶
に
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

で
家
族
・
友
人
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
灰
と
遺
骨
を

分
け
ま
す
。

　

実
は
中
津
に
行
き
ま
す
と
、市
民
の
方
に﹁
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
で
私
た
ち
も
平

和
に
死
ね
ま
す
﹂
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
随
分

言
わ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
今
の
葬
斎
場
と

い
う
の
は
予
算
の
無
い
と
こ
ろ
は
非
常
に
粗
末

で
、
そ
の
一
方
、
最
近
の
東
京
の
葬
斎
場
は
部

屋
単
位
に
な
っ
て
い
て
、
広
大
な
所
に
沢
山
扉

が
あ
っ
て
、
な
る
だ
け
早
く
処
理
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
結

ん
か
﹂
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
葬
斎
場

に
つ
い
て
は
多
く
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
市
長
は
よ
く
﹁
煙
が
上
が
っ
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
雰
囲
気
は
望
ま
し
く
な
い
﹂
と
仰
り

ま
し
た
。
大
き
な
公
園
を
つ
く
れ
る
場
所
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
市
長
の
決
断
に
よ
り
葬
斎

場
と
と
も
に
大
き
な
公
園
を
作
り
ま
し
た
。
ま

ず
公
園
の
部
分
は
楕
円
形
の
野
原
と
し
て
計
画

さ
れ
、真
ん
中
に
は
窪
地
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
野
原
を
進
む
に
つ
れ
、
周
囲
の
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
は
視
界
か
ら
消
え
、
ま
る
で
土
の
み
に

覆
わ
れ
た
よ
う
な
場
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

公
園
か
ら
見
る
と
葬
斎
場
は
部
分
的
に
埋

ま
っ
た
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
現
れ
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
建
築
の
要
素
が
、
抽
象
的
な
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
の
中
に
独
立
し
た
彫
刻
の
よ
う
に

突
き
出
し
て
い
ま
す
。︵Fig2

︶
我
々
は
、
周

囲
の
景
観
の
中
に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
慎
重
に

計
画
さ
れ
た
空
間
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
よ
っ
て

死
者
へ
の
お
悔
や
み
や
尊
厳
の
念
を
促
す
よ
う

な
建
築
を
つ
く
る
こ
と
を
、
設
計
の
主
旨
と
し

ま
し
た
。

　

中
に
入
る
と
最
初
に
玄
関
が
あ
り
ま
し
て
、

こ
こ
で
重
要
視
し
た
の
は
光
で
す
。
周
り
か
ら

と
も
に
、
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
を
お
伝
え
す
る
と

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
ん
で
す
ね
。
最
近
は

ず
っ
と
お
ら
れ
な
い
の
で
、
カ
フ
ェ
の
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
の
方
に
﹁
あ
の
牧
師
さ
ん
、
ど
う
し
た

ん
で
す
か
﹂
と
聞
く
と
、﹁
最
近
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
建
築
家
に
と
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
に

ぎ
や
か
な
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
す
。
し
か
し
同
時
に
、
一
人
で
何
と
な
し
に

楽
し
め
る
場
所
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
な
と
い
う
こ
と
を
、
こ
う
い
う

こ
と
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

風
の
丘
葬
斎
場

　

次
は
、
人
口
七
万
人
の
都
市
、
大
分
県
中
津

市
の
郊
外
の
丘
に
計
画
さ
れ
た
﹁
風
の
丘
葬
斎

場
﹂
で
す
。
既
存
の
墓
地
と
近
年
発
掘
さ
れ
た

古
墳
群
と
が
一
体
と
な
っ
た
こ
の
場
所
は
、﹁
風

の
丘
﹂
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
先
立
つ
数
年
前
に
、

わ
れ
わ
れ
で
図
書
館
︵
中
津
市
立
小
幡
記
念
図

書
館
、
一
九
九
三
年
完
成
︶
の
設
計
を
手
が
け

ま
し
た
。
市
長
か
ら
﹁
槇
さ
ん
、
実
は
今
度
葬

斎
場
を
考
え
る
の
で
設
計
を
お
願
い
で
き
ま
せ

 Fig  1

 Fig  2

 Fig  3

 Fig  4

 Fig  5

Fig 1： 風の丘葬斎場　空撮

Fig 2： 風の丘葬斎場

Fig 3：風の丘葬斎場　中庭

Fig 4：風の丘葬斎場　告別室

Fig 5：三原市芸術文化センター
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同
じ
よ
う
な
目
的
で
カ
フ
ェ
の
す
ぐ
前
に
こ
う

い
う
場
所
を
つ
く
る
と
、
近
所
の
お
ば
さ
ん
た

ち
が
来
て
⋮
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
く
る
わ
け

で
す
。
で
す
か
ら
住
民
の
人
も
広
場
か
ら
ロ
ッ

ジ
ア
、
す
ぐ
後
ろ
の
カ
フ
ェ
、
そ
れ
か
ら
大
学

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
向
こ
う
へ
渡
る
と
図
書
館
が

あ
っ
て
登
録
す
れ
ば
誰
で
も
使
え
る
と
い
っ
た

環
境
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
︵Fig5

︶
は
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ

を
写
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
広
場
に
面
し
て

学
生
食
堂
や
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
面

白
か
っ
た
の
は
、
あ
る
日
来
て
み
る
と
、
近
く

の
幼
稚
園
の
先
生
が
園
児
を
連
れ
て
来
て
い
る

ん
で
す
ね
。
こ
こ
へ
来
る
と
子
ど
も
が
伸
び
伸

び
遊
べ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
な
風

景
が
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
や

は
り
日
本
が
ま
だ
安
全
だ
か
ら
だ
と
い
う
こ
と

が
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

の
柱
は
丸
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

は
丸
い
柱
の
方
が
お
母
さ
ん
に
い
つ
も
し
て
い

る
よ
う
に
抱
き
つ
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

人
間
は
空
間
の
中
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

何
か
を
感
じ
、
そ
し
て
振
る
舞
う
と
い
う
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
子
供
の
振
る
舞

い
は
文
化
、
時
代
を
問
わ
ず
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル

に
創
立
地
・
神
田
か
ら
北
千
住
に
移
転
し
、
新

し
く
東
京
北
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
に
は
か
つ
て
日
本
た
ば
こ
産
業
の
社
宅

が
あ
り
、
そ
の
跡
地
を
東
京
電
機
大
学
が
購
入

し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
交
通
量
は
激

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周
囲
に
は
住
宅
や
学

校
、
企
業
に
囲
ま
れ
た
か
な
り
高
密
度
な
と
こ

ろ
で
す
。
地
域
の
方
々
が
い
つ
で
も
キ
ャ
ン
パ

ス
を
通
る
こ
と
が
で
き
、
駅
へ
の
近
道
と
し
て

も
利
用
で
き
る
、
そ
う
い
っ
た
場
所
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
真
ん
中
を
公
道
が
通
っ
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
道
路
だ
け
で
な
く
、
道

路
を
挟
ん
だ
建
物
と
建
物
を
つ
な
ぐ
ブ
リ
ッ
ジ

を
往
き
来
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
方
々

も
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
通
っ
て
駅
に
向
か
い
ま
す
。

　

ス
ラ
イ
ド
︵Fig4

︶
に
は
駅
前
の
交
通
広
場

が
写
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
奥
に
カ
フ
ェ
と
半

屋
外
の
ロ
ッ
ジ
ア
と
い
う
空
間
を
つ
く
り
ま
し

た
。
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
行
き
ま
す
と

マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
広
場
に
面
し
て
ロ
ッ
ジ
ア
が
あ

り
、
そ
こ
で
は
市
民
が
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
を
売
っ
て
み
た
り
、
い
ろ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
は
夜
も
こ
こ
を
使
い
ま
す
。

　

写
真
︵Fig1

︶
は
一
二
〇
〇
人
の
ホ
ー
ル
で

す
。
右
側
に
お
見
せ
し
て
い
る
の
は
、
何
も
な

い
と
き
は
市
民
の
方
が
こ
こ
へ
や
っ
て
き
て
、

何
と
は
な
し
に
く
つ
ろ
い
で
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
子
ど
も
た
ち
が
そ
こ
か
ら
テ
ラ
ス
に
出
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
写
真︵Fig2
︶は
お
そ
ら
く
後
ろ
の
ホ
ー

ル
で
公
演
が
あ
っ
た
日
の
夜
の
風
景
で
す
。
右

の
写
真
の
よ
う
に
芝
生
の
庭
を
利
用
し
て
い
ろ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ル
の
形
は
日
本
の
正
月
を
祝
う
鏡

餅
の
形
で
す
。
単
に
丸
い
と
い
う
の
で
は
面
白

く
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
球
体
を
押
し

潰
し
た
形
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
に
ぎ
や
か
な
活
動
に
も

必
要
だ
け
れ
ど
も
、
同
時
に
先
ほ
ど
ヒ
ル
サ
イ

ド
・
テ
ラ
ス
で
お
話
し
し
た
牧
師
さ
ん
の
例
の

よ
う
に
、
一
人
で
い
て
も
楽
し
い
空
間
が
わ
れ

わ
れ
の
都
市
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

東
京
電
機
大
学
東
京
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス

　

東
京
電
機
大
学
は
、
創
立
一
〇
〇
周
年
を
機

だ
け
で
も
か
な
り
の
大
き
さ
を
有
し
ま
す
。
与

え
ら
れ
た
環
境
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
わ
れ
わ

れ
が
ま
ず
第
一
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
、
公
園

の
中
の
パ
ビ
リ
オ
ン
的
な
佇
ま
い
を
持
っ
た
建

築
の
姿
で
し
た
。
人
口
一
〇
万
人
の
都
市
で
す

の
で
、
一
二
〇
〇
席
が
一
杯
に
な
り
、
ホ
ワ
イ

エ
が
公
演
の
前
後
で
あ
ふ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と

は
年
間
を
通
じ
て
常
時
あ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
議
論
を
何
回
も
重
ね
た
結
果
、従
来
の
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
観
客
席
と
一
体
と
な
っ
た

大
き
な
ホ
ワ
イ
エ
を
避
け
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

が
な
い
時
は
市
民
や
公
園
に
遊
び
に
き
た
人
た

ち
も
気
軽
に
休
ん
だ
り
、
展
示
も
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
た
り
す
る
よ
う

な
、
も
っ
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ

た
ホ
ワ
イ
エ
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ラ
イ
ド
︵
前
ペ
ー
ジFig5

︶
は
、

開
館
の
前
日
、
わ
れ
わ
れ
が
現
地
を
訪
れ
た
際

に
撮
影
し
た
写
真
で
す
。
お
母
さ
ん
と
子
ど
も

が
先
ほ
ど
話
し
ま
し
た
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ガ
ー

デ
ン
に
向
か
う
風
景
で
す
。
こ
う
い
っ
た
静
か

な
風
景
が
こ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
一
つ
の
性
格
を

表
し
て
い
ま
す
。
パ
ビ
リ
オ
ン
の
真
ん
中
に
小

さ
な
中
庭
を
少
し
取
り
ま
し
て
、
天
気
の
い
い

 Fig  1

 Fig  2

 Fig  3

 Fig  4

 Fig  5

Fig 1： 三原市芸術文化センター メインホールとホワイエ

Fig 2：三原市芸術文化センター

Fig 3： 東京電機大学　東京千住キャンパス

Fig 4： 東京電機大学　東京千住キャンパス

Fig 5：東京電機大学　東京千住キャンパス　プラザ
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が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
非
常
に
い
い
顔
を
し
て
い
ま

す
。
本
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
て
、
図

書
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
学

芸
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
今

も
活
発
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
も
っ
と
お
年
寄
り
の
方
が
利
用
さ

れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
子
ど
も
の
利
用
が
多
い
よ
う
で
す
。
市

民
会
館
の
駐
車
場
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
の
で
、

お
母
さ
ん
が
子
ど
も
を
連
れ
て
行
き
や
す
く
、

バ
ス
も
利
用
し
や
す
い
場
所
の
よ
う
で
す
。

　

長
年
建
築
を
や
っ
て
い
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
し
ま
す
。
必
ず
し
も
、
大
き
く
立
派

な
建
物
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
さ
く
て
も
市
民
の
方
と
一
緒
に
、
市
民

が
楽
し
め
る
い
ろ
ん
な
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
は
、
我
々
建
築
家
に
と
っ
て
は
、
お
そ
ら

く
生
涯
で
も
大
事
な
経
験
の
一
つ
に
な
る
と
思

い
ま
す
。　

れ
ま
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
比
較
的
新
し
い

施
設
で
す
の
で
、
近
隣
の
学
校
体
育
館
よ
り
も

快
適
に
過
ご
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
次
の
住
ま

い
が
決
ま
る
ま
で
の
期
間
、
避
難
生
活
を
送
ら

れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ア
ン

ド
・
ソ
ン
ヤ
・
エ
ル
ン
ス
ト
財
団
か
ら
、
ぜ
ひ

被
災
地
へ
の
支
援
を
行
い
た
い
と
い
う
こ
と

で
、親
交
の
あ
っ
た
方
か
ら
我
々
に
話
が
あ
り
、

子
ど
も
と
老
人
が
一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と

の
で
き
る
施
設
を
つ
く
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
文
化
会
館
の
南
側
が
公
園
︵
波

の
庭
︶
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
を
敷

地
と
し
て
利
用
し
、
建
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

連
絡
が
あ
っ
た
の
が
二
〇
一
一
年
で
、
市
と

の
話
し
合
い
を
通
し
て
非
常
に
迅
速
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
は
贈
呈

式
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
ろ
に
あ
る

の
が
文
化
会
館
で
、
こ
の
小
さ
な
施
設
が
市
民

文
化
会
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
﹁H

A
U

S D
ER 

H
O

FFN
U

N
G　

希
望
の
家
﹂
で
す
。

　

木
造
の
平
屋
建
て
で
、
建
坪
は
約
七
〇
坪
で

す
。
中
に
汎
用
性
の
高
い
場
所
を
つ
く
っ
た
と

こ
ろ
、
ど
こ
か
ら
か
ピ
ア
ノ
も
用
意
す
る
こ
と

真
で
す
。
外
か
ら
見
れ
ば
昔
の
ま
ま
の
雰
囲
気

で
す
。
数
百
メ
ー
ト
ル
位
置
は
変
わ
っ
て
も
、

こ
う
い
っ
た
再
生
が
で
き
る
こ
と
が
、
大
事
な

話
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。　

「
希
望
の
家
」

   

名
取
市
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

　

仙
台
市
の
南
東
に
隣
接
す
る
宮
城
県
名
取
市

で
、わ
れ
わ
れ
は
名
取
市
文
化
会
館︵
一
九
九
七

年
完
成
︶
の
設
計
監
理
を
行
い
ま
し
た
。
ご
存

知
の
通
り
名
取
市
に
は
仙
台
国
際
空
港
が
あ
り

ま
す
。
空
港
は
、
海
側
に
あ
っ
た
た
め
東
日
本

大
震
災
の
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ラ
イ
ド
︵Fig3

右
側
︶
は
、
宮
城

県
沿
岸
部
の
津
波
の
被
害
状
況
を
示
し
て
お

り
、
色
が
濃
い
ほ
ど
津
波
に
よ
る
被
害
が
大
き

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
文
化
会
館
は

仙
台
空
港
か
ら
車
で
十
分
程
の
距
離
で
す
が
、

空
港
よ
り
も
内
陸
に
あ
る
た
め
津
波
に
よ
る
被

害
か
ら
免
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ラ
イ
ド
︵Fig4
右
側
︶
は
、
震
災

直
後
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
写
真
で
す
。

電
気
も
通
っ
て
い
た
た
め
、
三
月
一
一
日
当
日

か
ら
多
く
の
方
が
避
難
さ
れ
、
寝
泊
ま
り
を
さ

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー

　

次
は
二
〇
〇
三
年
に
完
成
し
た
横
浜
ア
イ
ラ

ン
ド
タ
ワ
ー
で
す
。
敷
地
は
、
新
し
い
ま
ち
で

あ
る
﹁
み
な
と
み
ら
い
２
１
中
央
地
区
﹂
と
開

港
以
来
の
歴
史
を
持
つ
﹁
関
内
地
区
﹂
と
の
接

点
に
位
置
し
ま
す
。
幹
線
道
路
の
三
叉
路
に
位

置
す
る
低
層
部
に
つ
い
て
は
、
旧
横
浜
銀
行
本

店
別
館
︵
一
九
二
九
年
に
﹁
第
一
銀
行
横
浜
支

店
﹂
と
し
て
建
造
︶
の
尖
端
部
分
を
移
築
・
再

現
し
ま
し
た
。
特
色
あ
る
先
端
バ
ル
コ
ニ
ー
部

分
は
、
約
一
ヶ
月
を
費
や
し
て
約
一
七
〇
ｍ
の

曳
家
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
後
部
の
外
装
部
分

と
一
階
の
銀
行
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
元
の
建

物
の
外
装
及
び
内
観
を
出
来
る
限
り
忠
実
に
再

現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
︵Fig2

︶
は
、
か
つ
て
の
銀
行
の

内
部
で
す
。
二
〇
〇
三
年
以
降
こ
の
ス
ペ
ー
ス

は
地
域
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

︵
二
〇
一
五
年
︶カ
フ
ェ
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
、コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の
機
能
が
備
わ
る
横
浜
市

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
︵
Ｙ
Ｃ
Ｃ 

ヨ
コ
ハ
マ

創
造
都
市
セ
ン
タ
ー
︶
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
私
も
参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
写

 Fig  1

 Fig  2

 Fig  3

 Fig  4

 Fig  5

Fig 1： 横浜アイランドタワー

Fig 2： 横浜アイランドタワー　ホール内部

Fig 3：（左）名取市文化会館　（右）東日本大震災時の

                                   仙台市近郊における津波高さ

Fig 4：名取市文化会館ホワイエ　東日本大震災時の

                                                           避難の様子

Fig 5：希望の家　名取市文化会館多目的ホール

15 ページ下写真　撮影：新建築社
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ヒルサイドテラス

希望の家　名取市文化会館多目的ホール
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東京電機大学　東京千住キャンパス

アガ・カーン・ミュージアム
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キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
二
〇
〇
二
年
に
国
際
設
計

競
技
に
よ
り
わ
れ
わ
れ
が
設
計
者
と
し
て
選
定

さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
す
ぐ

北
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
海
峡
を
超
え
る
と
マ
レ
ー
シ

ア
で
、
国
境
に
近
い
場
所
で
す
。
こ
こ
は
昔
、

イ
ギ
リ
ス
軍
の
監
獄
が
あ
っ
た
場
所
で
、
我
々

が
初
め
て
訪
れ
た
頃
は
ま
だ
そ
の
塀
な
ど
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
新
し
く
理
工
系
専

門
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。
全

部
で
二
〇
万
㎡
以
上
の
敷
地
で
す
か
ら
か
な
り

広
い
敷
地
で
す
。

　

こ
の
学
校
は
、非
常
に
特
殊
な
教
育
体
制
で
、

プ
ロ
ブ
レ
ム
・
ベ
ー
ス
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
︵
Ｐ

Ｂ
Ｌ
︶
と
い
い
、
イ
ギ
リ
ス
で
開
発
さ
れ
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
生
が
授

業
を
す
る
の
で
は
な
く
、
各
学
生
に
課
題
を
与

え
ま
す
。
朝
出
さ
れ
た
課
題
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の

好
き
な
と
こ
ろ
で
研
究
し
て
、
夕
方
に
そ
れ
を

持
ち
寄
り
、
課
題
を
出
し
た
先
生
と
議
論
す
る

と
い
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
は
非
常
に
少
な
い
で
す
。
ち
ょ

う
ど
建
築
の
ア
ト
リ
エ
の
よ
う
な
個
々
の
ス
タ

デ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学

生
は
場
所
を
選
ば
ず
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
学
習

し
て
い
ま
す
。
市
民
が
集
う
場
所
と
い
う
意
味

の
で
、
縦
方
向
、
水
平
方
向
、
斜
め
方
向
に
視    

線
が
通
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
︵Fig3

︶
は
、
最
上
階
の
コ
ー
ナ
ー
に

あ
る
テ
ラ
ス
で
す
。
後
ろ
に
見
え
て
い
る
の
は

ボ
ス
ト
ン
の
町
並
み
で
、
私
が
学
生
だ
っ
た

六
〇
年
前
は
、
ま
だ
大
き
な
建
物
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
旧
市
街
地
は
今
で
も
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
根
こ
そ
ぎ
変
わ
る
よ
う
な

こ
と
は
意
外
と
少
な
い
ま
ち
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

夜
に
な
り
ま
す
と
、
ア
ル
ミ
の
ス
ク
リ
ー
ン

が
透
明
化
し
ま
す
。
な
ぜ
ア
ル
ミ
の
ス
ク
リ
ー

ン
か
と
い
う
と
、
ボ
ス
ト
ン
に
は
環
境
性
能
を

評
価
す
る
仕
組
み
が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
厳
し
い
た
め
、
普
通
の
建
物
で
す

と
透
明
な
窓
は
五
〇
％
し
か
開
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
す
る
こ
と
で
要
求
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
、
透
明
性
を
創
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
ネ
グ
ロ
ポ
ン
テ
氏
の
要
望
で
も
あ
り
ま
し

た
。
一
方
、
十
分
な
日
照
は
確
保
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
、
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
る
検
証

を
通
し
て
、
ア
ル
ミ
ス
ク
リ
ー
ン
の
建
物
が
実

現
し
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
理
工
系
専
門
学
校
キ
ャ
ン
パ
ス

　

続
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
理
工
系
専
門
学
校

北
に
か
み
合
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
中
に
一 

つ
一
つ
独
立
し
た
研
究
組
織
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
は
軍
事
関
係
の
研
究
を
委
託

さ
れ
て
い
る
セ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
が
、
メ

デ
ィ
ア
ラ
ボ
は
そ
れ
ら
と
は
違
い
非
常
に
オ
ー

プ
ン
で
透
明
性
が
あ
り
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
創
設
者
で
あ
る
ニ
コ
ラ
ス
・

ネ
グ
ロ
ポ
ン
テ
氏
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
時
、
最

初
に
﹁
一
つ
の
大
き
な
家
の
よ
う
な
も
の
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

真
ん
中
を
見
て
い
た
だ
く
と
分
か
る
よ
う

に
、
こ
こ
は
三
階
で
、
周
囲
も
そ
れ
ぞ
れ
に
ラ

ボ
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
透
明
な
た
め
、
誰

が
ど
こ
に
い
て
も
自
分
と
の
関
係
が
分
か
り
や

す
い
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。︵Fig2

︶
こ
れ

が
ラ
ボ
の
風
景
で
す
が
、
こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な

リ
サ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
上
の
ほ
う
に
は
シ
ニ
ア

の
人
た
ち
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
や
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
透
明
性
と
い
う
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ

で
は
大
切
で
、
ラ
ボ
内
で
は
、
別
の
研
究
室
の

人
が
研
究
室
を
の
ぞ
い
て
雑
談
を
し
た
り
、
質

問
し
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
が
日
常
的
に
自
由

に
行
え
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
な

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

　

新
メ
デ
ィ
ア
研
究
所

　

こ
こ
で
話
題
を
海
外
の
案
件
に
移
し
ま
す
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ

を
設
計
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
の
公
共
施
設
だ
と
、
予
算
も
土
地
も

決
ま
っ
て
い
て
、
短
期
間
で
建
て
ら
れ
る
の
で

す
が
、
海
外
の
大
学
で
は
な
か
な
か
同
じ
よ
う

に
は
進
み
ま
せ
ん
。
一
九
九
八
年
に
依
頼
が
あ

り
、
竣
工
が
二
〇
〇
九
年
で
し
た
か
ら
、
や
は

り
海
外
の
仕
事
と
い
う
の
は
非
常
に
時
間
が
掛

か
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　

一
九
五
三
年
、
私
が
ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
生
の

と
き
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
﹁100 M

em
orial D

rive

﹂
と

い
う
建
物
が
完
成
し
ま
し
た
。
当
時
ハ
ー
バ
ー

ド
の
学
部
長
は
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
ホ
セ
・
ル
イ
・

セ
ル
ト
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
学
部
長
は
イ
タ
リ
ア
出
身

の
ピ
エ
ト
ロ
・
ベ
ル
ス
キ
で
、二
人
は
同
じ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
共
に
喜
び

合
い
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
後
両
校
の
学
生
が
そ

の
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

頃
は
、
五
〇
年
後
に
自
分
が
そ
の
隣
に
建
物
を

建
て
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
想
像
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

七
つ
の
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
と
い
う
の
は
東
西
南

 Fig  1

 Fig  2

 Fig  3

 Fig  4

 Fig  5

Fig 1： マサチューセッツ工科大学　メディア研究所

                                            　コンセプトモデル

Fig 2： マサチューセッツ工科大学　メディア研究所

                                                  　ラボラトリー

Fig 3： マサチューセッツ工科大学　メディア研究所

                                                  　ルーフテラス

Fig 4： シンガポール理工系専門学校キャンパス 

Fig 5：シンガポール理工系専門学校キャンパス

                                         　コンセプトスケッチ
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て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
で
き
る
だ
け
恒
久
性

の
高
い
建
物
に
し
た
い
と
考
え
、
今
回
の
提
案

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｃ
Ｇ
︵Fig5

左
下
︶
は
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
棟
で
す
。
左
側
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
な
っ
て

い
て
、
中
庭
に
向
か
っ
て
開
口
部
を
設
け
、
回

廊
や
中
庭
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
︵Fig5

右

下
︶。
今
の
と
こ
ろ
は
二
〇
一
五
年
八
月
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
絶
対
に
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
み
ん
な
分
か
っ
て
い
る
の
で
、

お
そ
ら
く
ち
ゃ
ん
と
オ
ー
プ
ン
で
き
る
の
は
来

年
︵
二
〇
一
六
年
︶
早
々
く
ら
い
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
日
︵
二
〇
一
五
年
五
月
二
七
日
︶
の
新
聞

で
も
、デ
リ
ー
で
は
何
百
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い

う
く
ら
い
の
熱
波
が
来
て
い
ま
す
し
、こ
の
後
、

雨
季
が
あ
る
の
で
、
工
事
も
そ
う
い
う
状
況
の

中
で
よ
く
進
め
ら
れ
る
な
、
と
我
々
も
注
目
し

て
い
ま
す
。
先
日
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
際
、
塩
を

入
れ
た
飲
み
物
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
初
め
て

イ
ン
ド
に
行
っ
た
の
は
一
九
五
九
年
の
五
月
で
、

そ
ろ
そ
ろ
暑
く
な
る
と
い
う
時
期
で
し
た
が
、

あ
る
人
か
ら
﹁
ま
ず
朝
出
掛
け
る
前
に
塩
を
な

め
て
お
け
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
今
で
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
は
お
釈
迦
様
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
隣
接
す
る
イ
ン
ド
で
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
方
が
強
く
、
仏
教
は
ネ
パ
ー
ル
か
ら
そ
の

ま
ま
中
国
、
韓
国
、
そ
し
て
日
本
へ
伝
わ
っ
て

栄
え
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

イ
ン
ド
に
は
多
く
の
仏
教
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

博
物
館
の
敷
地
は
非
常
に
長
く
、
五
〇
〇
ｍ

も
あ
り
ま
す
。
最
初
に
入
っ
て
い
き
ま
す
と
、

こ
こ
に
玄
関
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
チ
ル

ド
レ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム︵
子
ど
も
博
物
館
棟
︶

が
あ
っ
て
、
そ
の
庭
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に

行
き
ま
す
と
、
美
術
博
物
館
の
コ
ン
テ
ン
ツ
。

こ
こ
に
あ
る
茶
色
い
壁
は
全
部
鉄
で
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
最
初
に
鉄
が
生
ま
れ
た
の

が
イ
ン
ド
で
す
。
製
鉄
は
、
イ
ン
ド
か
ら
島
根

を
通
じ
て
日
本
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。島
根
は
、

日
本
で
最
初
に
製
鉄
が
行
わ
れ
た
場
所
で
す
。

そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
の
製
鉄
技
術
を
背
景
と
し

て
、
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
を
よ
り
盛
大
に
使
お
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
今
、
一
生
懸
命
工
事
を
し

て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

コ
ー
ル
テ
ン
鋼
の
壁
と
サ
ン
ス
ト
ー
ン
︵
日

長
石
︶と
い
う
石
を
使
っ
た
建
物
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち
放
し
は

技
術
的
に
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
で
選
択
し

ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
、
ビ

リ
ヤ
ー
ド
台
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一

番
中
心
部
に
あ
る
図
書
館
で
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
で

き
る
の
で
す
。
前
回
行
っ
た
時
に
も
、
学
生
た

ち
が
ビ
リ
ヤ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
る
の
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
般
の
大
学
と
は
少
し

違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
は
、
中
華
料
理
、
イ
ン

ド
料
理
、
マ
レ
ー
料
理
、
日
本
の
そ
ば
も
揃
っ

て
い
ま
す
。
豚
肉
と
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
も
あ
り
ま

す
。
多
国
籍
国
家
で
す
か
ら
、
多
様
な
文
化
が

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ハ
ー
ル
博
物
館

　

次
は
、
現
在
工
事
中
の
イ
ン
ド
の
ビ
ハ
ー
ル

州
の
州
都
で
あ
る
パ
ト
ナ
の
新
し
い
州
立
博
物

館
で
す
。
美
術
館
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う

か
。
ビ
ハ
ー
ル
と
い
う
州
は
、
ち
ょ
う
ど
デ

リ
ー
と
カ
ル
カ
ッ
タ
︵
コ
ル
カ
タ
︶
市
の
真
ん

中
く
ら
い
の
距
離
に
位
置
し
て
お
り
、
先
日

︵
二
〇
一
五
年
四
月
二
五
日
︶
地
震
が
あ
っ
た

ネ
パ
ー
ル
と
国
境
を
接
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど

南
側
に
位
置
し
ま
す
。
ビ
ハ
ー
ル
州
の
北
部
は

地
震
に
よ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ト
ナ

は
も
う
少
し
南
で
離
れ
て
い
ま
す
。

の
﹁
ア
ゴ
ラ
﹂
と
称
す
る
場
所
が
あ
り
、
学
生

は
﹁
ア
ゴ
ラ
﹂
に
集
ま
っ
て
一
緒
に
研
究
し
て

い
ま
す
。

　

真
ん
中
は
図
書
館
に
な
っ
て
お
り
、
カ
フ
ェ

や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
真
ん
中
の
通

路
は
、
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
い
ま
す
の
で
丘

の
街
み
た
い
に
見
え
ま
す
。
思
い
思
い
に
学
生

た
ち
が
集
ま
っ
て
話
を
し
た
り
、
学
習
し
た
り

で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
も
先
ほ

ど
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
と
同
じ
よ
う
に
透
明
で
常
に
全
体

が
分
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン

パ
ス
内
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
設
置
さ
れ
た
ワ
イ

ヤ
レ
ス
空
間
な
の
で
、
図
書
室
で
も
み
ん
な

が
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
き
て
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
研
究
を
す
る
と

い
っ
た
風
景
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
ご
承
知
の
よ
う
に
複
数
の

人
種
が
集
ま
っ
て
い
る
国
で
、
人
口
の
七
〇
％

が
中
国
系
、
二
〇
％
が
マ
レ
ー
系
、
一
〇
％
が

イ
ン
ド
系
で
す
。
時
折
、
マ
レ
ー
系
の
学
生
が

即
興
で
歌
を
披
露
す
る
と
い
っ
た
風
景
も
見
ら

れ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
つ
く
っ
た
ス
ネ
ー
ク
ベ

ン
チ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
学
生
た
ち
が

語
ら
っ
て
い
ま
す
。︵Fig2

︶

　

面
白
い
の
は
、図
書
館
の
真
ん
中
の
所
で
す
。

 Fig  1

 Fig  2

 Fig  3

 Fig  4

 Fig  5

Fig 1： シンガポール理工系専門学校キャンパス　図書館

Fig 2： シンガポール理工系専門学校キャンパス　アゴラ

Fig 3：（左）ビハール博物館

 （右）1959 年のインド初訪問時の写真

Fig 4：ビハール博物館

Fig 5：ビハール博物館
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て
い
ま
す
。

　

こ
れ
︵Fig4

︶
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
す
。
こ
れ

︵Fig5

︶
は
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ム
︵
講
堂
︶
で
、

再
来
週
こ
こ
で
講
演
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
七
つ
階
段
で
す
ね
。
な
ぜ
七
つ

か
と
い
う
と
、
イ
ス
ラ
ム
は
﹁
７
﹂
と
い
う
数

字
を
大
事
に
す
る
か
ら
で
す
。
中
国
で
は﹁
８
﹂

で
す
。
こ
の
よ
う
に
文
化
に
よ
っ
て
国
民
が
大

事
に
す
る
数
字
な
ど
が
違
っ
て
き
ま
す
。　

４
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
二
〇
一
四
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
完
成
し
た
、
４
ワ
ー
ル
ド
・

ト
レ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー
︵
以
下
４
Ｗ
Ｔ
Ｃ
︶
に

つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
４
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は
、
ア

メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
の
跡
地
で
あ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゼ
ロ
を
対
象
と
し
た
、
ダ
ニ
エ
ル
・
リ

ベ
ス
キ
ン
ド
の
﹁
メ
モ
リ
ー
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
ズ
﹂
と
い
う
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
建
て
ら
れ
た
超
高
層
ビ
ル
の
一
つ
で
す
。

二
〇
〇
六
年
に
建
築
家
が
計
画
案
を
持
ち
寄
っ

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
め
て
公
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
は
、リ
チ
ャ
ー
ド
・

ロ
ジ
ャ
ー
ス
、
ノ
ー
マ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
と
一

緒
で
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
全
体
が
メ
モ

す
が
、
壁
に
少
し
角
度
を
持
た
せ
た
こ
と
で
上

部
と
下
部
と
の
反
射
が
違
う
の
で
、
自
然
に
二

層
に
見
え
る
外
観
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ラ
イ
ド
︵Fig2

左
︶
を
見
て
い
た

だ
く
と
分
か
る
よ
う
に
、
同
じ
石
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
く
ら
い
光
の
状
況
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
ま
た
、
天
候
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま
す
。

　

普
通
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
メ
イ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
あ
っ
て
、
受
付
を
通
っ
て
作
品
を
見
る

の
が
一
つ
の
形
式
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
も
う
少
し
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
真
ん
中
に
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
を

つ
く
り
ま
し
た
。
二
カ
所
か
ら
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
人
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
か
ら
、

子
ど
も
の
ち
ょ
っ
と
し
た
教
育
施
設
も
あ
り
、

み
ん
な
が
自
由
に
休
憩
し
、
コ
ー
ト
を
囲
ん
で

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
イ

ベ
ン
ト
を
目
的
と
し
た
人
だ
け
が
お
金
を
払
っ

て
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
自
由
に
通
り
抜
け

ら
れ
、
自
由
に
利
用
で
き
る
場
所
に
し
た
わ
け

で
す
。
非
常
に
民
主
的
な
雰
囲
気
の
あ
る
場
所

で
す
。
ス
ラ
イ
ド
︵Fig3
︶
の
よ
う
に
皆
さ
ん

自
由
に
く
つ
ろ
ぎ
、
中
庭
で
は
い
ろ
ん
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
な
空
間
と
な
っ

自
然
の
光
を
大
事
に
し
て
い
る
た
め
、
今
度
の

建
築
で
も
光
を
祀
る
よ
う
に
、
大
事
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
彼
は
外
観
を
イ
ス
ラ
ム
風
で
は
な
く
モ
ダ

ニ
ズ
ム
で
、
中
に
入
れ
ば
イ
ス
ラ
ム
の
雰
囲
気

に
な
る
よ
う
に
と
希
望
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
非
常
に
気
に
入
っ
て
も
ら
え
る
建
物
に
な

り
ま
し
た
。

　

や
は
り
、可
能
で
あ
れ
ば
白
い
建
物
が
一
番
、

光
と
影
の
陰
影
が
美
し
く
現
れ
る
真
っ
白
い
石

が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ト
ロ
ン
ト

の
冬
は
と
て
も
寒
く
マ
ー
ブ
ル
︵
大
理
石
︶
で

は
割
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
か

な
り
有
名
な
建
築
家
が
み
ん
な
、
大
理
石
を
外

装
に
使
っ
て
失
敗
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
、
一
番
白
い
グ
ラ

ニ
ッ
ト
︵
花
崗
岩
︶
を
一
年
か
か
っ
て
探
し
出

し
、
結
果
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
マ
ル
ゲ
リ
ー

タ
と
い
う
石
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

真
っ
白
の
花
崗
岩
と
い
う
の
は
非
常
に
稀
少
で

あ
り
、
潤
沢
な
資
金
を
持
ち
建
築
に
理
解
が
あ

る
ア
ガ
・
カ
ー
ン
氏
で
な
け
れ
ば
、
現
在
の
よ

う
に
大
量
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
と
、
も
う
一
つ
、
こ
の
建
物
は
二
層
で

ア
ガ
・
カ
ー
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
（A

ga K
han M

useum

）

　

続
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
ト
ロ

ン
ト
に
二
〇
一
四
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア

ガ
・
カ
ー
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
紹
介
し
ま

す
。
ア
ガ
・
カ
ー
ン
氏
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
シ
ー

ア
・
イ
ズ
マ
イ
リ
派
第
四
九
代
イ
マ
ー
ム
︵
最

高
指
導
者
︶
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
活
動

団
体
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
﹁
イ
ズ
マ
イ
リ
・

イ
マ
マ
ッ
ト
記
念
館
﹂
を
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
で

設
計
し
、
二
〇
〇
八
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
そ

の
実
施
設
計
を
し
て
い
た
頃
に
、
協
働
作
業
の

経
験
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
を
高
く
評
価
し
て

く
れ
、
ト
ロ
ン
ト
に
美
術
館
を
設
計
し
て
ほ
し

い
と
い
う
依
頼
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
敷
地
内
に
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
コ
レ
ア

と
い
う
イ
ン
ド
の
建
築
家
に
よ
る
イ
ズ
マ
イ
リ

セ
ン
タ
ー
︵
礼
拝
堂
︶
が
あ
り
、ヴ
ラ
デ
ィ
ミ
ー

ル
・
ジ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
チ
設
計
の
イ
ス
ラ
ム
庭
園

を
挟
ん
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
イ
ズ
マ
イ
リ
セ
ン

タ
ー
と
が
対
峙
し
て
い
ま
す
。

　

設
計
が
始
ま
る
前
に
、
ア
ガ
・
カ
ー
ン
氏
か

ら
五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
手
紙
を
も
ら
い
ま
し

た
。
イ
ス
ラ
ム
建
築
に
造
詣
が
深
い
人
で
、
何

が
書
い
て
あ
る
か
と
い
う
と
、
イ
ス
ラ
ム
で
は

 Fig  1

 Fig  2

 Fig  3

 Fig  4

 Fig  5

Fig 1： アガ・カーン・ミュージアム

Fig 2：アガ・カーン・ミュージアム

Fig 3： アガ・カーン・ミュージアム　レセプション

Fig 4： アガ・カーン・ミュージアム　展示室

Fig 5：アガ・カーン・ミュージアム　ホール
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辺
り
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ

て
、
ミ
ノ
ル
・
ヤ
マ
サ
キ
の
設
計
に
よ
る
二
本

の
塔
が
そ
の
ま
ま
ハ
ド
ソ
ン
河
に
映
し
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

右
側
の
写
真
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
側
か
ら

撮
っ
た
も
の
で
、
４
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は
時
々
姿
を
消
す

と
言
う
の
で
す
。
自
分
で
は
ま
だ
経
験
し
て
い

な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
を
見
る
と
１
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は

確
か
に
あ
る
の
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
４
Ｗ
Ｔ

Ｃ
が
消
え
て
見
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
テ
ロ

で
は
約
三
〇
〇
〇
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
が
、
あ
る
種
の
亡
く
な
っ
た
方
に
対
す
る

オ
マ
ー
ジ
ュ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
お
し
ま
い
と
な
り
ま
す
が
、
本
日
は

ご
清
聴
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
（
平
成
二
七
年
五
月
二
八
日

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
）

い
う
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
大
変
好
評

で
す
。
最
近
で
き
た
ス
カ
イ
・
ス
ー
パ
ー
・
ト
ー

ル
︵
超
高
層
建
築
物
︶
の
中
で
は
一
番
い
い
の

で
は
な
い
か
、と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　

ス
ト
リ
ー
ト
を
挟
ん
で
４
Ｗ
Ｔ
Ｃ
の
前
に
メ

モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
メ
モ
リ

ア
ル
パ
ー
ク
に
は
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
く
る

の
で
す
。
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
は
、
黒
い
花
崗

岩
の
塀
が
あ
っ
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の
建
物
の
中
に
も

同
じ
黒
い
グ
ラ
ニ
ッ
ト
︵
花
崗
岩
︶
を
使
い
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
ミ
ラ
ー
効
果
が
あ
る
の
で
、

建
物
に
入
り
ま
す
と
、
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の

風
景
が
み
ん
な
映
し
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
さ

ら
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
六
層
の

ク
リ
ア
塗
装
を
施
し
た
高
光
沢
の
木
パ
ネ
ル
に

一
つ
は
空
、
も
う
一
つ
は
樹
木
、
そ
れ
か
ら
水

が
映
し
出
さ
れ
、
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
並
木

を
連
想
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
テ
ー
マ
を
別
の
形
で
表
現
し

て
関
係
性
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
︵Fig5

︶
は
非
常
に
面
白
い
写
真
で
す
。

左
側
が
、
一
九
七
三
年
に
私
が
偶
然
、
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
う
電

車
の
中
か
ら
撮
っ
た
写
真
で
す
。
当
時
は
こ
の

　

ガ
ラ
ス
は
ミ
ネ
ソ
タ
︵
ア
メ
リ
カ
︶、
マ
リ

オ
ン
と
サ
ッ
シ
は
韓
国
の
ソ
ウ
ル
、
ア
セ
ン
ブ

リ
ー
︵
組
み
立
て
︶
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
す
。

で
す
か
ら
、
う
ち
の
担
当
の
者
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
、
こ
の
建
物
の
た
め
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
と
い
う
と
、
今
は
、

世
界
的
に
物
資
の
輸
送
に
掛
か
る
コ
ス
ト
と
い

う
の
が
必
ず
し
も
フ
ィ
ジ
カ
ル
で
は
な
い
の
で

す
。
例
え
ば
、
ミ
ネ
ソ
タ
の
ガ
ラ
ス
と
い
う
の

は
、
二
度
太
平
洋
を
往
復
し
て
い
ま
す
。
も
の

す
ご
い
容
量
で
す
。
そ
の
た
め
、
あ
る
期
待
さ

れ
た
技
術
が
ど
こ
で
一
番
安
く
手
に
入
れ
ら
れ

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
結
局
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
の

場
所
を
決
め
る
基
準
に
な
る
の
で
す
。や
は
り
、

今
こ
う
い
う
こ
と
で
建
築
を
や
っ
て
い
る
と
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。
初
め
は
知
ら
な

い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
知
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
、
ど
こ
が

一
番
経
済
的
な
コ
ス
ト
で
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
で
き

る
か
。
そ
う
い
っ
た
検
討
を
お
こ
な
っ
て
結
論

が
出
て
く
る
の
で
す
。

　

見
て
い
た
だ
く
と
分
か
る
よ
う
に
、
こ
う

い
っ
た
建
物
の
中
で
ガ
ラ
ス
の
彫
刻
は
や
は
り

一
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
と

リ
ア
ル
パ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ス
ラ
イ

ド
︵Fig1

︶
の
真
ん
中
の
部
分
は
か
つ
て
の
ツ

イ
ン
タ
ワ
ー
の
跡
地
で
す
。
こ
こ
に
は
二
面
の

コ
ー
ト
に
水
が
張
っ
た
慰
霊
場
と
な
り
、
そ
の

周
り
に
建
物
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ベ
ス
キ
ン
ド
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
ら
せ
ん

状
に
建
物
の
高
さ
が
上
昇
し
て
い
く
と
い
う
も

の
で
、Ｓ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
１
Ｗ
Ｔ
Ｃ
が
一
番
高
く
、

そ
の
次
が
ノ
ー
マ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
に
よ
る
２

Ｗ
Ｔ
Ｃ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
に
よ
る

３
Ｗ
Ｔ
Ｃ
、
わ
れ
わ
れ
の
４
Ｗ
Ｔ
Ｃ
が
一
番
低

い
の
で
す
が
、
約
三
〇
〇
ｍ
あ
り
ま
す
。

　

写
真
︵Fig2

︶
は
、二
〇
一
三
年
に
一
部
オ
ー

プ
ン
に
し
た
と
き
の
姿
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、

徹
底
し
て
ガ
ラ
ス
の
彫
刻
を
つ
く
ろ
う
と
し
ま

し
た
。
建
物
は
、
反
射
率
の
高
い
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
施
し
た
複
層
ガ
ラ
ス
の
フ
ァ
サ
ー
ド
で
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
通
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
で
す
と
中
桟
を

入
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
幸
い
こ

こ
で
は
、
タ
ッ
チ
マ
リ
オ
ン
と
い
う
方
式
で
ガ

ラ
ス
の
背
後
に
水
平
マ
リ
オ
ン
を
納
め
る
こ
と

で
非
常
に
簡
明
な
外
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。
簡

明
な
と
い
っ
て
も
幾
つ
も
細
か
く
検
討
し
て
、

そ
の
結
果
で
き
た
建
物
で
す
。

 Fig  1

 Fig  2

 Fig  3

 Fig  4

 Fig  5

Fig 1： ワールド・トレード・センター　全体模型

Fig 2： ワールド・トレード・センター

Fig 3：ワールド・トレード・センター

Fig 4：ワールド・トレード・センター　配置図

Fig 5：（左）ミノル・ヤマサキ設計によるワールド・

                                             トレード・センター

 （右）4 ワールド・トレード・センター　

本特集担当者（大阪府建築士会）

荒木公樹（空間計画株式会社・文責）

森本雅史（株式会社森本建築事務所）

西田貴之（作心設計事務所）

櫻井智美 （株式会社阿波設計事務所）

牧野隆義（株式会社テンフォーテン）
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Gallery 建築作品紹介 続・小阪の家 設計：吉村篤一＋建築環境研究所
施工：徳岡工務店

この家は約20年前に設計した家（RC造3階建／夫婦＋子供3人）の南隣に
建つ、同じご夫婦のための家である。前回の家が縦方向に広がりのある空
間構成であったのに対し、今回はご夫妻も高齢になられたこともあり、主たる
生活空間の構成は平面的な広がりを主題とした。そしてそれを外部にまで広
げることで、内外空間の連続感をもたらしている。2階は予備室が1室あり、リ
ビングの吹き抜けに浮かせ、この家の中心的な空間としての存在感を高めて
いる。また、平屋部分の断熱を考慮した屋上緑化は、主庭や道路側の植栽
ともつながり、周辺景観に潤いを与えている。この2戸の住宅は空間構成の
手法や形は異なるが、違和感のない町なみ景観を形成している。（吉村篤一）

所 在 地：大阪府東大阪市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2014.6
構造規模：1 階 RC 造
　　　　　2 階木造
敷地面積：340.84㎡
建築面積：175.63㎡
延床面積：197.67㎡
写　　真：大島勝寬
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Gallery 建築作品紹介 S l i t 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：三幸建設

神戸市住吉。六甲山の豊かな緑に恵まれ、大阪湾が眼下へ広がるこの山
手の土地に、オフィス併用住宅を建築することとなった。周辺には、神
戸市指定文化財である旧乾邸や、1934年開館の白鶴美術館などが点在する。
住吉川から一本隣の道へ入ると、建物が姿を現す。しっとりとした色に
塗装された杉板に、大小様々なスリットが全体に散りばめられている。
特徴的なこの外壁が、庭の緑を周辺の背景から一層引き立てている。
重厚なチークの玄関扉をくぐると、目の前にはフラットバーでデザイ
ンされたアイアンのオブジェがあらわれる。一階は、オフィスと寝
室になっており、落ち着いた空間に絞られた光が取り込まれている。
二階への階段を上がると吹き抜けの空間が広がる。一階とは性質の異なる、
しかし落ち着きのある場所となった。優しい色調の内装に、施主が選定
した家具が並ぶ。ランダムに配置されたスリットからは外の緑が垣間見え、
正方形の窓に切り取られた景色は、まるで壁に飾られた自然画のようだ。
季節が移り変わり、かけがえのない時間が流れ、自然に囲まれたこの土
地に建築が馴染み、美しい景観の一部となってくれればと思う。

所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：専用住居
竣　　工：2015.10
構造設計：土屋設計
構造規模：木造
敷地面積： 190.96㎡
建築面積： 68.73㎡
延床面積： 137.20㎡
写　　真：松村芳治
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連
載
　
建
築
の
射
程

　

都
市
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
多
く
の
都

市
に
と
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
、
電
力
会
社
、

そ
し
て
ガ
ス
会
社
が
担
う
も
の
で
あ
っ
て
、
自

ら
が
担
う
問
題
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
は
各
都
市
に
公
社
が

あ
り
、電
気
、
ガ
ス
、熱
、上
下
水
道
、廃
棄
物
、

そ
し
て
公
共
交
通
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
を
所
有

し
、
事
業
と
し
て
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

経
営
状
況
は
優
良
で
あ
り
、
収
益
は
市
民
の
利

益
に
な
る
形
で
還
元
さ
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
民
間
企
業
の
利
潤
追
求
の
手
段
で
は
な

く
、
市
民
に
と
っ
て
の
生
存
基
盤
で
あ
り
、
市

民
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
手
段
な
の
だ
。

各
都
市
は
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
競
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
可
能
な
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン

フ
ラ
を
所
有
し
、
事
業
体
を
経
営
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
手
段
を
も
た
な
い
自
治

体
は
、
無
力
で
あ
る
。
日
本
の
都
市
の
持
続
可

能
な
発
展
は
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
都
市
経
営
の

あ
り
方
か
ら
多
く
を
学
べ
る
で
あ
ろ
う
。
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9% 

＜再生可能エネルギー等による設備容量の推移＞ 
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※１ 

※１ 大規模水力は除く 

 

第
36
回

「エネルギー自治」の実践による持続可能な発展

諸富　徹
京都大学大学院経済学研究科教授。1968 年生まれ。1998 年京都大学大学院経済学研究科博士課程修了。2010 年 3 月から現職。主著に、『環
境税の理論と実際』有斐閣（2000 年）、『環境＜思考のフロンティア＞』岩波書店（2003 年）など。再生可能エネルギーと電力システム改革、
その地域再生への影響に関心をもつ。

2015 年 12 月号の本コーナーで「京都ペレット町家ヒノコ」を紹介させていただきました。今号は、その
ような実践的な取り組みの理論的支柱とも考えられる『再生可能エネルギーと地域再生』という本を昨年
末に編集・出版された、京都大学の諸富徹先生に「エネルギー自治」についてご紹介いただきました。

　

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の
点
で
先
進
的
な
取
り

組
み
を
実
践
し
て
い
る
北
海
道
下
川
町
、
岡
山

県
真
庭
市
、
そ
し
て
岡
山
県
西
粟
倉
村
の
三
つ

の
自
治
体
を
対
象
と
し
た
調
査
を
行
っ
た
︵
諸

富
編
二
〇
一
五
︶。
こ
れ
ら
三
つ
の
自
治
体
は

い
ず
れ
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
分
た
ち
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
積
極
的
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い

る
。
し
か
も
、
そ
れ
を
域
外
の
大
手
企
業
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
の
自
治
体
や
地
元

企
業
が
担
お
う
と
し
て
い
る
点
に
、
先
駆
性
と

モ
デ
ル
性
が
あ
る
。本
稿
で
い
う﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
治
﹂
と
は
、
以
下
の
要
素
を
含
む
。

⑴
自
分
た
ち
が
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
地

域
資
源
︵
こ
こ
で
は
森
林
︶
を
用
い
て
自
ら

創
り
出
す
。

⑵
上
記
目
的
の
た
め
に
、
域
外
の
大
企
業
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
自
治
体
、
も
し
く
は
地

元
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
体
を
創
出
。

⑶
域
外
か
ら
購
入
し
て
い
た
化
石
燃
料
を
、
よ

り
安
価
な
地
域
資
源
︵
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
︶

に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
燃
料
費
を
削
減
、

地
域
の
実
質
所
得
を
上
昇
さ
せ
る
︵﹁
費
用

削
減
効
果
﹂︶。

⑷
そ
れ
ま
で
は
、﹁
化
石
燃
料
費
支
出
﹂
と
し

て
域
外
に
流
出
し
て
い
た
所
得
部
分
を
、
地

域
資
源
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
へ
の
支
出

に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
所
得
が
地
域
に
留

ま
る
よ
う
に
な
る
。つ
ま
り
山
林
所
有
者
や
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
、
流
通
、
消
費
に
関
わ

る
地
元
事
業
者
の
利
潤
、
雇
用
者
報
酬
、
自

治
体
へ
の
税
収
の
形
で
、
地
域
の
実
質
所
得

を
上
昇
さ
せ
る
︵﹁
資
金
還
流
効
果
﹂︶。

⑸
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
燃
料
生
産
︵
薪
、

チ
ッ
プ
、
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
︶
か
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
︵
電
気
・
熱
︶
の
生
産
、
流
通
、
消
費
、

　

日
本
創
成
会
議
の
人
口
予
測
に
基
づ
く
﹁
地

方
消
滅
論
﹂
は
、
人
々
に
衝
撃
を
与
え
、
多
く

の
議
論
を
呼
ん
だ
︵
増
田
寛
也
編
二
〇
一
四
︶。

た
し
か
に
、
人
の
営
み
が
そ
の
地
域
で
受
け
継

が
れ
る
こ
と
は
、﹁
持
続
可
能
な
発
展
﹂
の
一

番
の
根
本
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
進
展
す
る
人

口
減
少
社
会
の
中
で
、
日
本
の
各
地
域
は
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
け
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
で
自
ら
賄
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
地
域
に

供
給
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
し
で
人
間
は
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
ず
、
人
間
が
そ
の
地
域
に
住
み
続
け
る

限
り
、
必
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
存
在
す
る
か

ら
で
あ
る
。
問
題
は
こ
れ
ま
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
自
ら
生
み
出
せ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。

　

と
は
い
え
、﹁
消
滅
﹂
が
予
測
さ
れ
て
い
る

多
く
の
地
域
で
は
、
工
業
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
、
そ
の
購
入
を
通

じ
て
所
得
が
域
外
に
流
出
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
域
内
生
産
に
よ
っ
て
、
域
外
流
出
し
て

い
る
所
得
を
一
部
で
も
取
り
戻
せ
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
有
力
な
手
法
と
な
り
う
る
の
が
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

　

石
炭
、
石
油
、
原
子
力
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
の
地
域
に
と
っ
て
は
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い

が
、
太
陽
光
、
風
、
水
、
森
林
な
ら
ば
、
多
く

の
地
域
に
豊
富
に
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
利
用

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
し
、
さ
ら
に
﹁
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
︵
Ｆ
Ｉ

Ｔ
︶﹂
を
用
い
て
売
電
す
る
こ
と
で
、
再
び
中

山
間
地
域
に
富
を
取
り
戻
す
展
望
が
い
ま
、
生

ま
れ
始
め
て
い
る
。
実
際
、
図
１
が
示
す
よ
う

に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
導
入
後
に
、
再
エ
ネ
設
備
の

導
入
容
量
は
急
伸
し
て
い
る
。

［出所］ 総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会 再生可能エネルギー導入促進関連制度
改革小委員会（第3回）、配布資料1「再生可能エネルギーの効率的な導入について」。

1
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先
駆
的
起
業
家
が
﹁
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
﹂
と
し
て

機
能
し
、
さ
ら
な
る
若
者
の
転
入
を
引
き
起
こ

す
と
い
う
好
循
環
を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
西
粟
倉
村
は
、
そ
う
し
た
若
者

に
村
へ
の
﹁
入
口
﹂
と
し
て
﹁
地
域
お
こ
し
協

力
隊
﹂
の
制
度
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
。
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
西
粟
倉
村
に
来
た
若
者
た

ち
は
、﹁
森
の
学
校
﹂
や
﹁
村
楽
エ
ナ
ジ
ー
﹂

で
仕
事
に
携
わ
り
な
が
ら
、
自
分
が
起
業
す
る

た
め
の
教
育
・
訓
練
を
行
う
。
こ
う
し
て
﹁
卒

業
﹂
し
た
若
者
た
ち
が
地
域
に
定
着
し
、
さ
ら

な
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立
ち
上
げ
て
い
く
。

　

こ
れ
こ
そ
、
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
に

と
っ
て
、
も
っ
と
も
基
礎
的
な
条
件
だ
と
い
え

よ
う
。﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
﹂
が
若
者
に
よ
る

企
業
と
結
び
つ
い
て
、
人
口
減
少
下
の
持
続
可

能
な
地
域
の
発
展
に
結
び
つ
こ
う
と
し
て
い
る

点
に
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

て
注
目
す
べ
き
事
実
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
、﹁﹃
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
﹄
へ
の
取
り
組
み
が
、

人
口
減
少
を
鈍
ら
せ
た
﹂
こ
と
の
因
果
関
係
は

証
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
点
は
今
後
の

さ
ら
な
る
研
究
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
自
治
体
で
は
い
ず
れ
も
、
転
入
が
転
出

を
上
回
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
口
減
少
が
鈍
化
し

て
お
り
、
転
入
増
加
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
要

因
の
一
つ
と
し
て
、﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
﹂
へ

の
取
り
組
み
が
も
た
ら
す
所
得
・
雇
用
機
会
の

増
加
が
効
い
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

実
際
、
地
域
の
将
来
像
を
明
確
に
描
き
、
そ

こ
へ
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
試
み
が
行
わ

れ
て
い
る
場
に
、
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
の
も

当
然
で
あ
る
︵
諸
富
監
修
二
〇
一
五
︶。
例
え

ば
西
粟
倉
村
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
叢
生
し
、

七
〇
名
ほ
ど
の
新
た
な
雇
用
が
生
み
だ
さ
れ
た

背
景
に
は
、
起
業
志
向
を
も
っ
た
若
者
に
対
し

て
、
牧
大
介
氏
を
は
じ
め
と
す
る
西
粟
倉
村
の

そ
し
て
廃
棄
物
︵
灰
︶
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
で
、

関
連
産
業
が
地
域
に
発
生
し
、
地
域
に
所
得

と
雇
用
が
生
み
だ
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
実
現
す
る
の
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
産
し
、
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に

は
、
住
民
や
地
元
企
業
が
リ
ス
ク
を
取
っ
て
事

業
体
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
、
技
術
と
経
営
の

両
面
に
精
通
し
た
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
大
き
な
壁
は
、
資
金
調
達
面
に
あ
る
。
こ
の

点
で
は
、
市
民
共
同
出
資
、
地
域
金
融
機
関
に

よ
る
出
資
、
あ
る
い
は
銀
行
融
資
、
自
治
体
に

よ
る
出
資
な
ど
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

う
し
た
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
で
﹁
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
治
﹂
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
は
、

そ
の
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
文
化
を
変
え
、
鍛
え
上

げ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
﹂
へ
の
取
り
組
み
は
、
持

続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
究
極
的
な
条
件
で
あ

る
﹁
人
口
の
維
持
﹂
に
資
す
る
こ
と
に
も
、
留

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
三
つ
の
自
治
体

の
人
口
動
態
を
み
る
と
、
人
口
減
少
は
引
き
続

き
続
い
て
い
る
も
の
の
、
近
年
、
そ
の
減
少
の

度
合
い
が
鈍
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
を
、
真
庭
市
を
例
に
と
っ
て
示
し
た
の
が
、

図
２
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
真
庭
市
の
人

口
は
絶
対
数
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

そ
の
減
少
率
は
二
〇
〇
五
年
で
底
を
打
っ
て
改

善
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
図
か
ら
読
み
取
れ
る
。

実
は
、
減
少
率
が
こ
の
よ
う
に
﹁
Ｖ
字
﹂
を
描

く
の
は
、
下
川
町
や
西
粟
倉
村
で
も
ま
っ
た
く

同
様
に
観
察
さ
れ
る
点
が
、
大
変
興
味
深
い
。

　

こ
れ
は
、
日
本
創
生
会
議
に
よ
る
﹁
地
方
消

滅
﹂
論
が
話
題
に
上
り
、
人
口
減
少
が
こ
れ
か

ら
本
格
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
極
め
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

近
田　

邦
彦

～
ず
っ
と
“
か
た
の
”
も
っ
と
“
か
た
の
”
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
～

１
．
は
じ
め
に

　

交
野
市
は
、
大
阪
府
の
北
東
部
に
位
置
し
、

大
阪
市
、
京
都
市
及
び
奈
良
市
ま
で
い
ず
れ
も

概
ね
二
〇
㎞
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
生
駒
山
系

の
連
な
り
、
そ
こ
か
ら
流
れ
る
天
野
川
と
い
っ

た
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
平
地
部
に
広
が
る
田

園
、
集
落
と
い
う
舞
台
に
、
歴
史
・
文
化
が
培

わ
れ
、
交
通
の
利
便
性
が
整
う
と
共
に
計
画
的

な
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
の
﹁
田
舎
ま
ち
﹂
か
ら
﹁
田
園
都

市
﹂﹁
住
宅
都
市
﹂
へ
と
発
展
し
、
平
成
二
〇

年
に
は
人
口
約
七
万
八
千
人
で
し
た
が
、
こ
れ

を
ピ
ー
ク
に
現
在
は
人
口
減
少
へ
と
移
行
し
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
と
い
う
社
会
潮
流

の
中
で
、
時
代
の
流
れ
や
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
を
踏
ま
え
、
本
市
が
抱
え
る
課
題
を

着
実
に
解
決
し
て
い
く
と
と
と
も
に
、
交
野
の

地
域
資
源
や
長
所
︵
自
然
環
境
、
良
好
な
住
宅

環
境
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
な
ど
︶
を
生
か
し
、

こ
の
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
く
重
点
施
策
を
示
す
も
の
と
し
て
、
今
年

度
に
﹁
市
長
戦
略
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
﹁
ず
っ
と
＂
か
た
の
＂
も
っ
と
＂
か
た
の
＂

自
然
と
人
が
共
生
し
子
育
て
と
地
域
の
絆
で
元

気
な
交
野
！！
﹂
で
す
。

　

今
回
、﹁
交
野
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
﹂
の
ご

紹
介
を
、
と
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、
ア
ツ
イ

と
言
え
る
様
な
取
組
み
が
出
来
て
い
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
建
築
士
会
の
皆
さ
ん
や
建

築
の
仕
事
に
携
わ
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
、
策
定
ほ

や
ほ
や
の﹁
市
長
戦
略
﹂の
な
か
で
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
部
分
を
中
心
に
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　

２
．
移
住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
て

　

市
長
戦
略
の
﹁
政
策
プ
ラ
ン
﹂
の
中
で
﹁
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
掲

げ
、
そ
の
一
項
目
と
し
て
﹁
移
住
・
定
住
の
促

進
﹂
に
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
人
が
若

い
頃
に
住
み
、
発
展
し
た
ま
ち
で
す
。
今
、
そ

う
し
た
団
塊
世
代
の
子
ど
も
た
ち
は
親
元
を
離

れ
、
新
た
な
家
庭
を
築
き
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
親
世
代
、
子
世
代

と
も
に
遠
く
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
と
の
回
答
が
多
く
、
こ
の
結
果
は

親
世
代
、
子
世
代
の
お
互
い
に
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
の
表
れ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
結
果
を
踏
ま
え
、
今
、
自
治
体
に
は
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
本
市
で
は
子
育
て
世
代
が
親
世
代
と
の
同

居
や
近
居
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

移
住
・
定
住
促
進
事
業
に
取
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

助
成
内
容
と
し
て
は
、
本
市
内
に
一
定
期
間

以
上
居
住
す
る
親
世
代
と
同
居
す
る
た
め
に
親

世
代
の
住
居
を
改
修
、
ま
た
は
親
世
代
と
近
居

す
る
た
め
に
本
市
内
に
住
宅
を
購
入
し
、
市
外

か
ら
転
居
し
定
住
を
目
指
す
子
育
て
世
代
を
対

象
に
、
引
越
し
費
用
相
当
額
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

３
．
山
手
地
域
の
抱
え
る
課
題

　

昭
和
四
〇
年
代
頃
に
山
手
地
域
で
は
大
規
模

な
住
宅
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
団
塊

世
代
の
方
が
転
入
さ
れ
る
こ
と
で
ま
ち
の
活
力

に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
子
世
代
が

市
外
へ
転
出
さ
れ
親
世
代
だ
け
で
居
住
さ
れ
る

傾
向
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
広
い
敷
地
に
良
好

な
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
も
の
の
、
近
年
で
は
子
ど

も
の
声
が
減
り
高
齢
者
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
山
手
地
域
で
は
、
良
好
な
住
宅
環

境
を
維
持
、
保
全
し
て
い
く
た
め
に
地
域
の
意

向
を
踏
ま
え
て
、
地
区
計
画
に
よ
り
建
築
物
の

用
途
や
最
低
敷
地
面
積
、
高
さ
の
最
高
限
度
、

か
き
・
さ
く
の
構
造
な
ど
の
ル
ー
ル
を
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
地
区
計
画
に
よ
り
非
常
に
良
好

な
住
宅
環
境
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一

方
で
、
親
世
代
だ
け
で
居
住
す
る
に
は
家
が
大

き
す
ぎ
る
、
高
齢
に
な
り
鉄
道
駅
の
近
く
で
生

活
す
る
た
め
売
却
し
よ
う
と
思
っ
て
も
敷
地
面

積
が
大
き
す
ぎ
て
買
い
手
が
見
つ
か
ら
な
い
、

な
ど
の
声
を
聞
く
と
と
も
に
、
一
部
で
は
空
き

家
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

地
元
地
域
で
は
、
地
区
計
画
の
ル
ー
ル
を
変

更
し
て
最
低
敷
地
面
積
を
小
さ
く
す
れ
ば
売
却

し
や
す
い
、
い
や
、
そ
れ
で
は
良
好
な
住
宅
環

境
が
崩
れ
る
、
な
ど
両
方
の
声
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ま
ず
は
現
在
の
環
境
を
維
持
し
な
が

ら
課
題
解
決
で
き
る
手
法
が
な
い
も
の
か
。
移

住
・
定
住
促
進
事
業
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
課

題
解
決
に
一
役
買
う
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
助

成
額
や
助
成
件
数
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。
助

成
は
あ
く
ま
で
動
機
付
け
で
あ
っ
て
、
山
手
地

域
の
活
性
化
に
繋
げ
ら
れ
る
方
策
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
．
方
策
の
検
討

　

子
世
代
の
方
が
市
外
へ
転
出
す
る
理
由
と
し

て
は
、
主
に
進
学
や
就
職
に
伴
う
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
交
野
市
は
Ｊ
Ｒ
片
町
線
と
京
阪

電
鉄
交
野
線
の
鉄
道
駅
が
市
域
に
六
駅
あ
り
、

大
阪
市
内
へ
の
移
動
は
比
較
的
便
利
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
利
便
性
に
プ
ラ
ス
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
で
、
交
野
に
永
住
し
て
い
た

だ
く
、
ま
た
は
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
に
戻
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
の
魅
力
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら

交
野
の
魅
力
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
地
域
資

源
︵
水
が
お
い
し
い
、
自
然
環
境
が
豊
か
、
交

通
の
利
便
性
が
良
い
、
良
好
な
住
宅
環
境
が

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
十
九
回　

交
野
市
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人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
交
野
の
規
模
や
特

性
に
見
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
各
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
や
関
係
自
治
体

の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
も
賜
り
な
が
ら
、
交
野
の

魅
力
を
一
層
引
き
出
し
発
信
で
き
る
よ
う
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

観
ま
ち
づ
く
り
会
議
﹂
を
立
ち
上
げ
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
景
観
計
画
策
定
段
階
で
市
民
の

方
々
か
ら
交
野
市
の
自
然
、
緑
、
お
い
し
い

水
、
星
の
美
し
さ
な
ど
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
改
め
て
交

野
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

景
観
計
画
で
は
市
全
域
を
景
観
計
画
区
域
と

し
、
代
表
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
大
規
模
建

築
物
等
は
山
な
み
や
周
辺
景
観
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
対
象
規
模
を
定
め
、
建

築
物
の
配
置
、
規
模
、
意
匠
、
材
質
、
色
彩
に

つ
い
て
周
辺
地
域
の
状
況
や
特
性
に
配
慮
し
、

周
辺
景
観
と
の
調
和
の
取
れ
た
も
の
と
な
る
よ

う
、
大
規
模
建
築
物
等
の
新
築
等
を
届
出
対
象

行
為
と
す
る
と
と
も
に
、
特
に
大
規
模
な
も
の

に
つ
い
て
は
市
の
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
に
お
い
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
適
切
な
誘

導
を
図
る
た
め
、
大
阪
府
の
基
準
を
ベ
ー
ス
に

市
の
特
性
に
合
っ
た
独
自
の
規
制
・
誘
導
の

ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

６
．
さ
い
ご
に

　

今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

目
新
し
い
、
先
進
的
な
取
組
み
で
も
な
け
れ
ば

ま
だ
具
体
的
な
取
組
み
に
至
っ
て
い
な
い
も
の

で
大
変
恐
縮
し
て
い
ま
す
。

　

交
野
市
で
は
現
在
、
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
第
二
京
阪
道
路
沿
道
の
整
備
効
果

を
活
か
し
た
星
田
駅
北
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

に
地
権
者
の
方
々
と
一
致
団
結
し
て
取
組
ん
で

お
り
、新
た
な
ま
ち
の
創
出
、交
野
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ゾ
ー
ン
に
な
る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り

ま
す
。

整
っ
て
い
る
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
が
あ

る
、
教
育
環
境
が
良
い
な
ど
︶
を
生
か
し
た
取

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
魅
力
ア
ッ
プ
に
繋
が
る

と
考
え
、﹁
市
長
戦
略
﹂
に
重
点
施
策
と
し
て

多
く
の
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
﹁
移
住
・
定
住
の
促
進
﹂
は
そ
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
施
策
展
開
の
な
か
で
、
特

に
山
手
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
策
と
リ
ン

ク
で
き
な
い
か
、
と
い
う
事
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
実
態
把
握
や
地
域
の
意
向
を
伺
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
担
当
課
で
思
案
し
て

い
る
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
方
策
の
一
つ
と

し
て
、
山
手
地
域
の
住
宅
は
敷
地
面
積
や
建
物

面
積
も
大
き
い
と
い
う
点
を
生
か
し
て
、
転
出

さ
れ
た
子
世
代
が
親
世
代
の
自
宅
を
二
世
帯
住

宅
へ
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
三
世
代
同
居
し
て
い
た

だ
く
。
あ
る
い
は
、
山
手
地
域
で
親
世
代
だ
け

で
生
活
す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
、
と
い
っ
た
意

向
の
あ
る
住
居
に
つ
い
て
、
所
有
者
が
生
活
利

便
性
の
高
い
鉄
道
駅
の
近
く
に
転
居
す
る
こ
と

で
空
き
家
に
な
る
物
件
を
、
親
世
代
が
住
む
近

隣
で
中
古
物
件
と
し
て
購
入
し
た
り
、
借
り
受

け
る
。
こ
れ
ら
を
上
手
く
情
報
集
約
し
発
信
す

る
手
法
と
し
て
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
空
き

家
活
用
の
た
め
の
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
に
取
組

ま
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
事
例

も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、﹁
移
住
・

定
住
の
促
進
﹂
と
﹁
山
手
地
域
の
住
居
の
流
通
・

循
環
﹂
を
連
動
さ
せ
た
仕
掛
け
や
仕
組
み
づ
く

り
を
、
不
動
産
業
界
や
住
宅
販
売
業
界
、
ま
た

建
築
士
会
の
方
々
の
お
知
恵
を
お
借
り
し
、
ま

た
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
実
現
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
．
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み

　

次
に
、
本
市
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
市
の
景
観
に
関
す
る
取
組
み
は
、
市
域
の

山
な
み
や
落
ち
着
い
た
ま
ち
な
み
を
貴
重
な
財

産
と
し
て
継
承
す
る
と
と
も
に
整
備
、
創
出
し

て
い
く
た
め
、
市
民
の
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
し
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
平
成
一
二
年
四
月
に
﹁
景
観
ま

ち
づ
く
り
条
例
﹂
を
施
行
す
る
と
と
も
に
、﹁
景

観
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
﹂
を
策
定
し
、
景
観

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
認
定
や
景
観
ま
ち
づ
く
り

協
定
の
締
結
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
大

規
模
建
築
物
の
誘
導
基
準
を
設
け
運
用
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
市
独
自
の
取
組
み
で
あ
り
ま
し
た

が
、平
成
一
六
年
に
﹁
景
観
法
﹂
が
制
定
さ
れ
、

景
観
に
関
す
る
法
的
枠
組
み
が
で
き
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
法
に
基
づ
く
実
効

性
の
あ
る
も
の
と
し
て
運
用
す
る
と
と
も
に
、

市
独
自
の
景
観
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
平
成
二
三
年
五
月
に
景
観
法
に
基
づ
く

﹁
景
観
行
政
団
体
﹂
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

景
観
行
政
団
体
に
な
る
と
、
行
為
の
制
限
に

関
す
る
事
項
な
ど
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す

る
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

市
が
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
大
規
模
建
築
物

の
誘
導
な
ど
、
条
例
や
基
本
計
画
で
運
用
し
て

き
た
内
容
を
踏
ま
え
、
従
来
の
基
本
計
画
と
景

観
法
に
規
定
す
る
景
観
計
画
を
一
体
の
も
の
と

し
た
、﹁
交
野
市
景
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
﹂
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

建
築
や
広
告
の
事
業
者
団
体
、
市
内
で
景
観
等

の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
地
域
活
動
団
体
、ま
た
、

公
募
に
よ
る
市
民
委
員
に
よ
り
構
成
す
る
﹁
景

交野市

近
田
　
邦
彦 （
ち
か
だ 

く
に
ひ
こ
）

　
交
野
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
課
長

一
九
六
九
年	

大
阪
府
生
ま
れ

一
九
九
二
年	

立
命
館
大
学
経
営
学
部
卒
　
交
野
市
入
庁

二
〇
一
二
年	

四
月
か
ら
現
職

交野市産業PRキャラクター『おりひめちゃん』と交野
市星のまち観光協会観光キャラクター『星のあまん』
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　
一
月
十
七
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
二
名  

監
事
二
名  

名
誉
会
長
一
名

︵
１
︶
会
計
報
告
に
つ
い
て

一
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
一
〇
、二
五
六
、九

五
〇
円
、支
出
一
〇
、一一
七
、四
八
九
円
、差
引
一
三
九
、

四
六
一
円
で
あ
り
、本
年
度
累
計
の
収
支
差
引
は
二
六
、

〇
六
五
、九
四
七
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
収
支
決
算
は
、収
入
一
六
八
、一
七
三
、一
八
七

円
、支
出
一
五
九
、六
八
〇
、一
〇
六
円
、差
引
八
、四
九

三
、〇
八
一
円
の
黒
字
と
な
る
見
込
で
す
。黒
字
の
要

因
は
、行
政
支
援
事
業
や
耐
震
関
係
事
業
、新
設
の

省
エ
ネ
講
習
と
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
講
座
の
増
収
、定
期

講
習
の
受
講
者
の
増
加
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、監
理
技
術
者
講
習
は
参
加
者
が
各
回
と
も

九
〇
名
の
定
員
に
対
し
て
三
〇
名
以
下
と
低
迷
し
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

︵
２
︶
次
期
の
理
事
・
監
事
候
補
者
に
つ
い
て

次
期
の
役
員
候
補
者
は
、選
考
委
員
会
か
ら
推
薦
さ

れ
た
理
事 

一
九
名
、監
事
一
名
の
候
補
者
に
つ
い
て
、

五
月
の
定
時
総
会
に
諮
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

な
お
、選
考
委
員
会
は
一
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
、会
長
及
び
委

員
会
か
ら
推
薦
を
受
け
た
二
三
名
の
正
会
員
を
対
象
に
、地
域
貢

献
活
動
及
び
研
修
事
業
の
強
化
に
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を
重
視

し
理
事
会
に
推
薦
す
る
次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
し
ま
し
た
。

︵
３
︶
二
級
・
木
造
建
築
士
登
録
規
程
の
申
請
書

等
の
様
式
に
つ
い
て

別
記
す
る
様
式
の
改
定
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
４
︶
ア
メ
リ
カ
建
材
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
政
府
商
務
局
住
宅・建
材
プ
ロ
グ

ラ
ム
日
本
事
務
所
か
ら
、米
国
の
木
材
等
輸
出
に
関

係
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

本
会
よ
り
、発
表
者
一
名
、フ
リ
ー
ト
ー
ク
参
加
者

一
五
名
程
度
を
派
遣
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

建
築
相
談
～
建
築
相
談
室
か
ら　
　

建
築
士
の
業
務
に
関
す
る
電
話
相
談

文　

橋
本
頼
幸

　

今
回
は
建
築
相
談
室
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
相

談
を
二
件
ご
紹
介
し
ま
す
。

建
築
士
以
外
の
設
計
行
為
？

　

電
話
口
で
、開
口
一
番﹁
避
難
安
全
検
証
法
な
ど

を
建
築
士
以
外
の
者
が
行
う
こ
と
は
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
？
﹂と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。一
般
の

人
で
は
な
い
し
、建
築
士
で
も
な
さ
そ
う
な
口
ぶ
り
。

　
こ
う
い
っ
た
質
問
の
仕
方
の
場
合
、自
分
の
求
め
て

い
る
答
え
を
誘
導
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
お
お
く
、そ

の
手
に
の
ら
な
い
よ
う
に
言
葉
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、ど

ん
な
回
答
を
求
め
て
い
る
の
か
を
推
測
し
な
が
ら
回

答
を
探
し
ま
す
。

建
築
士
の
報
酬
と
事
務
所
登
録

　

同
じ
日
に﹁
建
築
士
で
す
。施
工
図
作
成
し
て
報
酬

も
ら
う
場
合
は
建
築
士
事
務
所
登
録
が
必
要
で
し
ょ

う
か
？
﹂と
話
し
始
め
ま
し
た
。相
談
者
は
建
築
士
の

方
で
す
が
、ど
こ
に
勤
め
て
い
る
か
は
言
わ
ず
、お
そ
ら

く
施
工
図
作
成
は
個
人
で
受
け
た
仕
事
な
の
で
し
ょ

う
。そ
の
施
工
図
作
成
の
報
酬
に
つ
い
て
、発
注
者
に

税
務
調
査
が
入
っ
た
際
、建
築
士
に
対
す
る
報
酬
な
の

で
源
泉
徴
収
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
い

う
指
摘
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。事
務
所
登
録
を
し
て
い

な
い
こ
と
が
建
築
士
法
に
違
反
し
て
い
る
の
か
否
か
に
つ

い
て
不
安
に
な
り
、今
回
の
相
談
に
至
っ
た
よ
う
で
す
。

建
築
士
の
独
占
業
務

　

建
築
士
法
第
三
条
に
、﹁
一
級
建
築
士
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
設
計
又
は
工
事
監
理
﹂に
つ
い
て
記
載
が
あ

り
ま
す
。同
様
に
同
法
第
三
条
の
二
、第
三
条
の
三
に

二
級
建
築
士・木
造
建
築
士
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り

ま
す
。同
法
で
は
、設
計
や
工
事
監
理
に
つ
い
て
は
建

築
士
だ
け
に
許
さ
れ
た
業
務︵
独
占
業
務
︶に
な
っ
て

い
ま
す
。最
初
の
相
談
は
、こ
の
設
計
業
務
に
当
た
る

の
か
、と
い
う
相
談
で
す
。様
々
な
設
計
業
務
の
中
の

一
部
分
を
建
築
士
で
な
い
人
が
担
当
し
た
と
し
て
も
、

最
終
的
に
統
括
す
る
人
が
建
築
士
で
あ
り
、な
お
か
つ

建
築
士
の
監
修
の
も
と
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
問

題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。構
造
計
算
の
電
算
入

力
や
作
図
な
ど
と
同
様
と
考
え
ま
す
。つ
ま
り
、建
築

士
に
は
設
計
の
前
提
と
な
る﹁
建
築
技
術
的
な
考
え

方
﹂に
つ
い
て
明
確
に
し
、法
適
合
性
を
担
保
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。も
ち
ろ
ん
作
図
か

ら
計
算
ま
で
す
べ
て
建
築
士
が
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

の
で
す
が
、そ
う
は
な
ら
な
い
の
が
現
実
で
し
ょ
う
。

建
築
士
事
務
所
登
録
の
要
件

　

建
築
士
法
第
二
十
三
条
に
は﹁
建
築
士
又
は
こ
れ
ら

の
者
を
使
用
す
る
者
は
、他
人
の
求
め
に
応
じ
報
酬
を

得
て
、①
設
計
、②
工
事
監
理
、③
建
築
工
事
契
約
に
関

す
る
事
務
、④
建
築
工
事
の
指
導
監
督
、⑤
建
築
物
に

関
す
る
調
査
若
し
く
は
鑑
定
又
は
⑥
建
築
物
の
建
築

に
関
す
る
法
令
若
し
く
は
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
手
続

の
代
理
を
業
と
し
て
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、建
築
士

事
務
所
を
定
め
て
、都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い︵
一
部
抜
粋
︶﹂と
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。後
半
の
相
談
の
施
工
図
作
成
は
、事
務
所
登
録
の

要
件
に
含
ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。報
酬
の
源
泉

徴
収
義
務
と
事
務
所
登
録
の
要
否
は
無
関
係
で
す
。

建
築
士
の
役
割

　

最
初
の
相
談
は
人
材
派
遣
会
社
の
方
か
ら
の
相
談

で
し
た
。実
際
に
ど
の
よ
う
な
人
を
派
遣
す
る
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、た
と
え
建
築
設
計
業
務
の
一

部
を
担
当
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
も
建
築
の
技
術
や
知

識
は
必
要
で
、建
築
士
で
な
い
と
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。後
半
の
相
談
の
施
工
図
作
成
業

務
は
建
築
士
の
独
占
業
務
で
は
な
い
で
す
が
、技
術

や
知
識
を
持
っ
た
建
築
士
資
格
が
役
立
つ
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。建
築
士
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ

と
が
、良
質
な
建
築
の
供
給
の
一
助
に
な
り
ま
す
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
阪
ミ
ナ
ミ
の
ネ
オ
ン
が
眩
い
繁
華
街
の
ど
真
ん
中

に
他
と
は
違
う
輝
き
を
放
つ
ビ
ル
が
あ
る
。今
回
は
浪

花
組
本
社
ビ
ル︵
現・住
友
実
業
ビ
ル
︶を
取
り
上
げ
る
。

　

浪
花
組
は
大
正
一一
年︵
一
九
二
二
年
︶に
創
業
し
た

左
官
業
な
ど
を
専
門
と
す
る
会
社
で
、多
く
の
名
建
築

に
携
わ
っ
て
き
た
。こ
の
本
社
ビ
ル
は
三
代
目
社
長
で
あ
っ

た
中
川
貢
氏
が
、建
築
家 

村
野
藤
吾
氏
に
設
計
を
依

頼
し
た
。建
物
の
竣
工
は
昭
和
三
九
年︵
一
九
六
四
年
︶

で
、そ
の
後
も
中
川
氏
は
村
野
氏
を
信
頼
し
、浪
花
組

東
京
支
店︵
一
九
六
六
年
︱
建
替
︶、心
斎
橋
プ
ラ
ン
タ
ン

︵
一
九
五
六
年
︱
二
〇
〇
三
年
︶か
ら
数
奇
屋
造
り
の

自
邸
ま
で
、実
に
八
件
も
の
設
計
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

建
物
の
フ
ァ
ザ
ー
ド
は
複
雑
な
多
角
形
を
組
み
合
わ

せ
、そ
れ
ら
を
連
続
さ
せ
る
手
法
を
用
い
た
立
体
的
に
浮

か
び
上
が
る
そ
の
様
は
見
る
も
の
を
圧
倒
す
る
。旧
新
歌

舞
伎
座︵
一
九
五
八
年
︱
二
〇
一
五
年
︶に
あ
っ
た
唐
破
風

の
連
続
で
構
成
さ
れ
た
フ
ァ
ザ
ー
ド
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　

事
務
所
ビ
ル
で
あ
り
な
が
ら
、こ
れ
だ
け
手
の
込
ん
だ

意
匠
を
纏
っ
た
建
築
を
、新
た
に
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
。

ま
ち
な
か
に
あ
る
宝
石
の
よ
う
な
建
物
を
こ
れ
か
ら
も

見
続
け
て
い
た
い
。
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　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二
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4 ワールド・トレード・センター　槇総合計画事務所　槇文彦

　2003年6月、ニューヨークSOMパートナーであるディヴィド・チャ
イルド氏から、ダニエル・リベスキンド氏のマスタープランの中の第4
棟（4WTC）の設計を引き受けないかという依頼があった。このよう
な大規模な高層建築を引き受けられるか、所内で充分検討の上、
承諾した。以降、2006年、他の建築家、ノーマン・フォスター、リ
チャード・ロジャース等と共に初期段階の各自の案を発表。2008年
のリーマン・ショックによりフォスター、ロジャースの案は一時ストップ
したが、SOMの1WTC、我々の4WTCは建設が続行し、4WTCの
オフィス機能部分が2014年11月にオープニングを迎えた。
　敷地の形状に即した平行四辺形と上部梯形の組合せによる約
300mに近い超高層建築である。低層部3層は四方の道路面に
即した適切な施設が配置されるが、上層部のオフィス部分は徹底し
た「ガラスの彫刻」を目指した。その結果、4WTCは季節、天候、時
間によってその表情を刻 と々変化させながら、周辺のスカイラインの
中で鋭いアイデンティティを確立している。そして多くの建築家、市
民、批評家から賛同の意を受けている。その存在は時に姿を消し、
虚しい相を呈することがある。それは28年という短い生涯を終えた
旧WTCへのオマージュとして理解することも出来るだろう。
撮影：Tectonic（表紙）、ARTCOURT Gallery（上）、槇総合計画事務所（中/下）
■プロフィール
槇文彦（まきふみひこ）
1928年  東京都生まれ
1952年  東京大学工学部建築学科卒業
1953年  クランブルック美術学院修士課

程修了
1954年  ハーバード大学修士課程修了

ワシントン大学・ハーバード大学
准教授を歴任

1965年  槇総合計画事務所設立
1979～89年  東京大学工学部教授

■建物データ
設　　計：槇総合計画事務所
協　　力：AAI Architects（Tower）

Beyer Blinder Belle Architects & Planners（Retail）
施　　工：Tishman Construction（Tower）

Tishman/Turner A Joint Venture（Retail）
敷地面積：4,998㎡
建築面積：4,877㎡
延床面積：213,700㎡
階　　数：72階
竣　　工：2014年6月


